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ୈ
１
ճ
物
ྲྀ
政
策
推
進
関
係
者
会
議

東
ト
協
、８
年
度
ୈ
１
ճ
支
部
長
会
を
開
催

東
ト
協
、福
利
ް
生
施
ઃ
一
ཡ

ܯ
視
ி
が
交
ࠩ
఺
事
故
཈
止
対
策
徹
底
を
要
੥

東
ト
協
専
門
部
会
８
年
度
通
常
総
会

̎̐̑̒̓

理
事
会

は
、
８
年
度

通
常
総
会

（
６
月
2�
日

開
催
）で
任

期
ຬ
ྃ
に
伴

う
役
員
改
選

が
行
Θ
れ
た

こ
と
を
受

け
、
新
理
事

に
よ
る
ॳ
め

て
の
開
催
。

議
事
で
は
会

長
・
副
会
長

を
選
定
し
た

ほ
か
、
本
部
役

員
で
は
ࢁ
㟒

正
専
務
理
事

を
࠶
任
し
、
常
務
理
事
に
Ҫ

上
߽
・
৿
ࢁ
寛
࢘
各
氏
を
新

任
し
た
。

ま
た
、
会
長
・
専
務
理
事

に
事
故
が
あ
っ
た
際
の
৬
務

୅
行
ॱ
Ґ
や
、
中
ཬ
直
೭
業

務
部
長
の
役
員
待
۰
に
つ
い

て
承
認
。
こ
の
ほ
か
、
ධ
議

員
��
氏
の
委
৤
、
໊
༪
会
長

の
ઍ
原
෢
ඒ
・
ઙ
Ҫ
㑑
各
氏

の
࠶
任
、
審
議
役
13
氏
の
࠶

任
と
஛
内
政
࢘
・
田
中
හ
೭

各
氏
の
新
任
を
承
認
す
る
と

と
も
に
、８
・
９
年
度
の
支

部
長
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

議
事
ऴ
ྃ
ޙ
、
ਫ
野

会
長
は
ब
任
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
１
期
໨
は

「
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー

ス
ト
」
と「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

஍
Ґ
向
上
な
く
し
て
業
界
の

஍
Ґ
向
上
は
な
い
」
と
の
ߟ

え
の
下
で
、
各
種
施
策
を
進

め
て
き
た
と
આ
໌
。「
物
ྲྀ

の
２
̌
２
̐
年
問
題
を
契
機

に
、
物
ྲྀ
が
社
会
か
ら
େ
き

な
注
໨
を
ू
め
る
よ
う
に
な

り
、
物
ྲྀ
業
界
に
は
今
、
௥

い
風
が
ਧ
い
て
い
る
と
ײ
じ

て
い
る
」と
ड़
΂
た
。

そ
の
上
で
、
適
正
化
二
法

の
施
行
に
向
け
て
検
討
が
進

む
適
正
原
Ձ
や
̑
年
͝
と
の

౎
度
、
会
員
に
共
有
し
て
い

き
た
い
」と
ड़
΂
た
。

さ
ら
に
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
全
ト
協
に
あ
Θ

ͤ
て
東
ト
協
で
も
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
特
ผ
委
員
会
を

ઃ
ஔ
し
、
物
ྲྀ
政
策
委
員
会

と
連
携
し
な
が
ら
、
適
正
原

Ձ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
、
会
員
事
業
者

へ
ஸ
ೡ
に
共
有
し
て
い
く
と

し
、
法
改
正
へ
の
対
応
を
支

ԉ
し
て
い
く
ߟ
え
を
ࣔ
し

た
。あ

Θ
ͤ
て
、「
ド
ラ
イ
バ

ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
は
、
ま
だ
ಓ

൒
͹
」
と
ड़
΂
、
ঁ
ੑ
部
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ト
イ
Ϩ
問
題
を

ྫ
に
ڍ
͛
、「
荷
主
ଆ
の
理

解
は
ま
だ
े
分
と
は
言
え
な

い
」
と
指
摘
。
څ
༩
だ
け
で

な
く
、
働
く
環
境
や
社
会
的

ධ
Ձ
を
ؚ
め
た
ॲ
۰
改
善
が

重
要
と
し
、「
ド
ラ
イ
バ
ー

の
஍
Ґ
向
上
の
実
現
に
向

け
、
օ
さ
ま
と
力
を
合
Θ
ͤ

て
取
り
組
Μ
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
ޠ
っ
た
。

࠷
ޙ
に
、「
物
ྲྀ
業
界
に

は
今
、
௥
い
風
が
ਧ
い
て
い

る
。
し
か
し
、
ݖ
利
に
は
必

ず
ٛ
務
が
伴
う
。
ެ
ಓ
を
利

用
し
て
事
業
を
営
Μ
で
い
る

Ҏ
上
、
安
全
・
安
心
の
確
อ

が
࠷
େ
の
੹
務
」
と
強
調
。

そ
の
上
で
、「
今
年
度
は
ແ

事
故
・
ແ
ࡂ
֐
を
協
会
活
動

の
重
఺
に
ਾ
え
、
安
全
・
安

心
な
輸
送
を
実
ફ
す
る
こ
と

で
、ἔ
グ
リ
ー
ン
ナ
ン
バ
ー

東
ト
協
は

７
月
1�
日
、

運
輸
安
全
委

員
長（
ௗ
ϊ

ւ
ֶ
副
会
長
）
໊
で

「
ԣ
அ
า
ಓ
内
の
交

通
ऑ
者
อ
ޢ
と
安
全

運
స
の
徹
底
に
つ
い

て
」
の
จ
書
を
発
出

し
、
会
員
事
業
者
に

対
し
、
ॴ
ଐ
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
安
全
確
認

と
、
ԣ
அ
า
ಓ
に
お

け
る
交
通
ऑ
者
อ
ޢ

の
徹
底
に
つ
い
て
、

改
め
て
注
意
ש
ى
す

る
よ
う
求
め
た
。

こ
れ
は
、
７
月
1�

日
ޕ
前
９
時
６
分

˓
ࠨ
ӈ
や
ࢮ
֯
に
入
り

や
す
い
直
前
の
า
行
者
・

ࣗ
స
ं
を
確
認
す
る

˓
ԣ
அ
า
ಓ
な
ど
の
ख

前
で
ఀ
止
で
き
る
଎
度
で

૸
行
す
る

˓
࿏
上
の
ඛ
ܗ
の
マ
ー

ク
を
見
た
ら
、
ૣ
め
に
ア

ク
η
ル
か
ら
଍
を
཭
し
周

ғ
の
安
全
を
確
認
す
る

˓
໠
ॵ
に
よ
る
ർ
労
や

ू
中
力
௿
下
に
注
意
し
、

体
調
管
理
を
徹
底
す
る

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
Ն

ٳ
み
や
お
ຍ
期
間
は
、
ؼ

ল
や
行
ָ
に
よ
る
交
通
量

の
増
加
や
不
׳
れ
な
運
స

者
の
増
加
に
加
え
、
ன
夜
を

問
Θ
ず
֗
中
で
ࢠ
ど
も
や
ࣗ

な
ら
安
心
し
て
任
ͤ
ら
れ

る
ἕと
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ

る
業
界
を
໨
指
し
て
い
き
た

い
」
と
ड़
΂
、
事
故
防
止
の

徹
底
を
ݺ
び
か
け
た
。

ී
通
՟
物
ं
が
、
ొ
ߍ
中
に

ԣ
அ
า
ಓ
を
ԣ
அ
し
て
い
た

খ
ֶ
３
年
生
の
ࣇ
ಐ
を
᫟れ

き

աか

す
る
、
େ
ม
௧
ま
し
く
൵
ࢂ

な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
た
も
の（
̎
・
̒
໘
ͷ

ؔ
࿈
ه
ࣄ
・
̒
໘
ͷ
ࣄ
ނ
଎

ใ
Λ
参
照
）。

今
年
１
月
か
ら
現
ࡏ
ま

で
、
౎
内
で
発
生
し
た
事
業

用
՟
物
ࣗ
動
ं
が
関
༩
し

た
、
ԣ
அ
า
ಓ
上
の
交
通
ऑ

者
を
巻
き
込
む
ࢮ
๢
事
故

（
ද
）は
、
า
行
者
２
件
、
ࣗ

స
ं
２
件
の
計
̐
件
と
ස
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に

࣍
の
事
߲
を
徹
底
す
る
よ
う

ݺ
び
か
け
て
い
る
。

˓
ԣ
அ
า
ಓ
や
ࣗ
స
ं
ԣ

அ
帯
に
ۙ
づ
い
た
ら
、
先
ٸ

͗
ͤ
ず
安
全
を
確
認
す
る

స
ं
の
利
用
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
૚
の
安
全
確

認
と
ԣ
அ
า
ಓ
で
の
交
通
ऑ

者
อ
ޢ
の
徹
底
を
求
め
て
い

る
。

ڐ
可
ߋ
新
制
度
に
つ
い
て
、

「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策

委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
国

౔
交
通
ল
と
の
意
見
交
換
に

参
加
し
て
い
る
」
と
言
ٴ
。

適
正
原
Ձ
で
は
、
現
行
案
の

ं
ܕ
۠
分
で
は
不
े
分
と
し

て
見
直
し
を
求
め
る
と
と
も

に
、
委
ୗ
࣍
਺
を
２
ճ
ま
で

と
し
、
そ
の
࠷
下
૚
の
運
賃

が
適
正
原
Ձ
を
下
ճ
ら
な
い

実
ޮ
ੑ
を
確
อ
す
る
仕
組
み

が
不
可
ܽ
と
の
意
見
を
ड़
΂

た
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
೩

料
Ձ
֨
や
ं
྆
Ձ
֨
、
ਓ
件

費
な
ど
の
ม
動
を
、
適
切
に

൓
ө
で
き
る
制
度
と
す
る
よ

う
要
๬
し
て
い
る
こ
と
を
঺

հ
し
、「
検
討
状
況
は
そ
の

ࠒ
、
੢
東
京
ࢢ
内
の
信
߸
機

の
あ
る
交
ࠩ
఺
で
、
事
業
用

ਫ໺会௕

ླ໦෭会௕

ଜ෭会௕ࡾ

෭会௕ݪּ

٠஑෭会௕

ௗϊւ෭会௕

௟໨෭会௕

େ∁෭会௕ ౡ෭会௕ݪ

副会長の担当委員会

ྰ ݪ ࢠ
෭ձ௕

○女性活躍推進担当

௟ ໨ ོ ༤
෭ձ௕

○広報・情報委員会委員長

৿ ຊ উ ໵
෭ձ௕

○総務委員会委員長
○交付金事業実施計画案検討委員会委員長
○フェスタ実行プロジェクト会議リーダー（８年度）

ݪ ౡ ౻ ᆹ
෭ձ௕

○物流政策委員会委員長

ླ ໦ ོ ࢤ
෭ձ௕

○税制金融委員会委員長
○近代化基金運営委員会委員長
総務委員会委員長代理

େ ∁ Ұ ٛ
෭ձ௕

○労務厚生委員会委員長
○チャリティーゴルフ大会担当

٠ ஑ ਖ਼ ߒ
෭ձ௕

○経営教育委員会委員長
○適正化事業指導委員会委員長

ଜ ҒҰ࿠ࡾ
෭ձ௕

○支部担当
○緊急輸送システム検討委員会委員長
◯トラック適正化二法特別委員会委員長（新設）

ௗ ϊ ւ ֶ
෭ձ௕

◯運輸安全委員会委員長
○フェスタ実行プロジェクト会議リーダー（９年度）

ּ ஧ ݪ ٱ
෭ձ௕

◯環境委員会委員長

※�副会長全員が東京都交付金事業審議委員会委員、また笠原副会長が
適正化事業実施機関評議委員会委員を務める

（７月８日開催の正副会長会で担務を決定）

৿ຊ෭会௕ ෭会௕ݪ

発生日時（場所） 事故概要
２月９日５時分頃
（練馬区）

事業用大型貨物車が交差点を直進中、横断歩道
を右から左に横断中の自転車と衝突

3月日時分頃
（足立区）

事業用準中型貨物車が交差点を直進する際、
横断歩道を右から左に横断中の自転車と衝突

5月日時分頃
（東大和市）

事業用大型貨物車が交差点を右折する際、横断
歩道を横断中の歩行者と衝突

7月日9時分頃
（西東京市）

事業用普通貨物車が交差点を右折する際、横断
歩道を左から右に横断中の歩行者と衝突

υϥΠόʔϑΝʔετܧଓ
վΊͯ҆શɾ̓ ৺࣮ݱΛ

ԣஅาಓ಺のަ௨ऑऀอޢのపఈを
౦ト協

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
̓
݄
８
೔
、

৽
॓
۠
の
京
Ԧ
ϓ
ラ
β
ϗ
ς
ϧ
で
令
和

８
年
度
ୈ
̎
ճ
ཧ
ࣄ
会ớ
̬
̴
̱
ซ
༻
Ờ

を
開
催
し
、લ
会
௕
の
ਫ
໺
ޭ
ࢯ
を
会

௕
に
બ
ఆ
し
た
。
·
た
、
෭
会
௕
に
ݪ

ྰ
ࢠ
・
௟
目
ོ
༤
・
৿
ຊ
উ
໵
・
ݪ
ౡ

౻
ᆹ
・
ླ
໦
ོ
ࢤ
・
େ
∁
Ұ
ٛ
・
٠
஑

ਖ਼
ߒ
・
ࡾ
ଜ
Ғ
Ұ
࿠
各
ࢯ
を
࠶
೚
͢
る

と
と
も
に
、
ௗ
ϊ
ւ
ֶ
・
ּ
ݪ
࢙
ٱ
各

ࢯ
を
৽
೚
し
、̎
ظ
目
の
ࣥ
ߦ
部
が
ൃ

଍
し
た
。
ਫ
໺
会
௕
は
、ब
೚
࣌
͔
Β

ܝ
͛
るủ
υ
ラ
Π
ό
ồ
ϑ
Ỹ
ồ
ε
ト
Ứの

取
り
組
み
を
ܧ
続
͢
る
と
と
も
に
、
෺

ྲྀ
ۀ
ք
΁
の
௥
い
෩
を
޷
ػ
と
ଊ
͑
な

が
Β
、̓
શ
・
҆
৺
な
ࣄ
ۀ
ӡ
Ӧ
の
重

ཁ
ੑ
を
ૌ
͑
た
。

水
野
会
長
を
選
定
２
期
目
に

ࣇ
ಐ
͕
٘
ਜ਼
ͱ
ͳ
Δ
ࢮ
๢
ࣄ
ނ
ൃ
ੜ

ྩ࿨ ɾ̔̕ ೥౓
ਖ਼෭ձ௕ ̔

೥
౓

ୈ
̎
ճ

ཧ
ࣄ
会

東
ト
協
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全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
、
２

̌
２
６（
令
和
８
）

年
度
の「
՟
物
ࣗ

動
ं
運
送
事
業
安

全
ੑ
ධ
Ձ
事
業
」

に
つ
い
て
、
̬
̴

̱
申
੥
γ
ス
テ
ム

に
よ
る
申
੥
受
෇（
７
月
１

Ỗ
1�
日
）を
行
い
、
そ
の
݁

果
、
申
੥
ࢿ
֨
要
件
な
ど
を

ຬ
た
し
た
８
２
１
̐
事
業
ॴ

（
新
規
・
ߋ
新
）の
申
੥
を

受
理
し
た（
଎
報
஋
）。
申
੥

事
業
ॴ
਺
は
、
前
年
度
よ
り

７
１
̌
事
業
ॴ
増
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、
新
規
申

੥
は
１
２
７
８
事
業
ॴ

で
前
年
度
比
3�
事
業
ॴ

減
少
。
ߋ
新
申
੥
は
６

９
３
６
事
業
ॴ
で
、
内

༁
は
ॳ
ճ
１

̌
̌
̐
件
、

２
ճ
໨
１
２

国
交
ল
は
７
月
1�
日
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
運

行
౰
た
り
の
ฏ
ۉ
߆
ଋ
時
間

に
関
す
る
調
査
݁
果
を
ެ
ද

し
た
。
２
̌
２
（̑
令
和
７
）

年
度
の
ฏ
ۉ
߆
ଋ
時
間
は
1�

時
間
13
分
と
な
り
、
前
ճ
調

査（
２
̌
２
̐
年
度
）か
ら

１
時
間
33
分
短
縮
。

荷
待
ち・
荷
役
౳
時

間
も
２
時
間
２
分
と

な
り
、
前
ճ
調
査
か

ら
１
時
間
1�
分
減
少

し
た
。

調
査
は
、
実
運
送

を
行
う
一
ൠ
՟
物
ࣗ

動
ं
運
送
事
業
者
を

対
৅
に
、
２
̌
２
̑

年
11
月
2�
日
か
ら
12

月
2�
日
ま
で
実
施
。

同
年
̐
Ỗ
８
月
の
通

常
期
に
お
け
る
୅
ද
的
な
１

日
の
運
行
に
つ
い
て
、
運
స

時
間
や
荷
待
ち
時
間
、
荷
役

時
間
、
附
帯
作
業
時
間
、
఺

検
・
఺
ݺ
に
要
し
た
時
間
、

ٳ
ܜ
時
間
を
調
査
し
た
。

ฏ
ۉ
߆
ଋ
時
間
の
内
༁

は
、
運
స
時
間
が
̑
時
間
�2

３
８
件
、３
ճ
໨
１
２
̐
７

件
、
̐
ճ
໨
１
１
３
̌
件
、

̑
ճ
໨
１
２
８
̑
件
、「
ΰ

ー
ル
ド
̜
マ
ー
ク
」
の
त
༩

対
৅
と
な
る
６
ճ
໨
１
̌
３

分
、荷
待
ち
時
間
が
１
時
間
、

荷
役
時
間
が
��
分
、
෇
帯
作

業
時
間
が
1�
分
、
఺
検
・
఺

ݺ
時
間
が
3�
分
、
ٳ
ܜ
時
間

が
１
時
間
�1
分
だ
っ
た
。
運

స
時
間
は
前
ճ
調
査
と
ほ
΅

ԣ
͹
い
な
が
ら
、
荷
待
ち
・

荷
役
౳
時
間
が
減
少
し
、
国

が
基
本
方
針
で
ܝ
͛

る「
１
運
行
౰
た
り
２

時
間
Ҏ
内
」
の
໨
標
に

ۙ
づ
い
た
。

国
交
ল
は
、
２
̌
２

̑
年
̐
月
施
行
の
改

正
物
ྲྀ
ޮ
཰
化
法
に

よ
り
、荷
主・
物
ྲྀ
事

業
者
に
荷
待
ち
・
荷
役

౳
時
間
の
短
縮
な
ど

の
努
力
ٛ
務
が
課
さ

れ
た
こ
と
が
、
改
善
に

د
༩
し
た
と
分
ੳ
。一

方
で
ݸ、
ผ
に
は
長
時
間
の

荷
待
ち
・
荷
役
౳
が
発
生
し

て
い
る
έ
ー
ス
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
໨
標
が
安
定
的
に
ୡ

੒
さ
れ
、
さ
ら
に
短
縮
さ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

２
件
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
７
̐
６
事
業
ॴ
増
加
し

た
。東

京
౎
内
の
申
੥
は
３

９
̑
事
業
ॴ
で
、
新
規
申

੥
は
��
事
業
ॴ
、
ߋ
新
申

੥
は
３
２
９
事
業
ॴ（
ࣸ

ਅ
は
申
੥
の
༷
ࢠ
）。
౎

ಓ
෎
ݝ
ผ
で
は
、
Ѫ
知
ݝ

̑
７
９
件
、
େ
ࡕ
෎
̑
̑

３
件
、࡛
ۄ
ݝ
̐
６
̐
件
、

๺
ւ
ಓ
３
９
９
件
に
࣍
い

で
ଟ
か
っ
た
。

今
ޙ
、
ධ
Ձ
基
準
に
基
づ

き
申
੥
書
類
を
審
査
し
、
12

月
中
०
に「
安
全
ੑ
優
良
事

業
ॴ
」
を
認
定
・
ެ
ද
す
る

予
定
。

国
౔
交
通
ল
は
７
月
1�

日
、
関
係
ল
ி
と
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
な
ど
で
ߏ
੒
す
る

ୈ
１
ճ「
物
ྲྀ
政
策
推
進
関

係
者
会
議
」（
議
長
・
Ԭ
野
ま

さ
ࢠ
国
౔
交
通
ল
େ
ਉ
׭

๪
総
ׅ
審
議
׭
）を
開
催
し

た
。
同
会
議
は
、
物
ྲྀ
に
関

政
策
推
進
関
係
者
会
議
の
ઃ

ஔ
や
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
・
改
正
物
ྲྀ
法
の
施
行
状

況
、
適
正
原
Ձ
制
度
の
施
行

に
向
け
た
今
ޙ
の
対
応
、
総

合
物
ྲྀ
施
策
େ
ߝ
を
踏
ま
え

た
施
策
の
進
め
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。

主
な
議
題
と
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
二
法
で
ಋ
入
さ

れ
る
適
正
原
Ձ
や
ڐ
可
ߋ
新

制
度
な
ど
の
۩
体
化
に
加

え
、
総
合
物
ྲྀ
施
策
େ
ߝ
に

東
京
運
輸
支
ہ
は

７
月
1�
日
、
東
京
౎

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通

じ
て
会
員
事
業
者
に

対
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
運
行
の
た
め
の

運
行
管
理
౳
の
徹
底

に
つ
い
て
」
を
発
出

し
、
事
故
の
࠶
発
防

止
を
ݺ
び
か
け
た
。

こ
れ
は
同
月
1�

日
、
ԣ
அ
า
ಓ
を
ԣ

அ
中
の
খ
ֶ
生
が
、

東
京
労
働
ہ
は
こ
の
ほ

ど
、
労
働
安
全
衛
生
規
ଇ
な

ど
の
改
正
に
伴
い
、
ݸ
ਓ
事

業
者
౳
の
業
務
上
ࡂ
֐
に
関

す
る
新
た
な
報
告
制
度
に
つ

い
て
、
東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
の
関
係
団
体
に
周
知

し
た
。
令
和
９
年
１
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
も
の
で
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
ؚ
む
ݸ
ਓ

す
る
施
策
を
総
合
的
・
ू
中

的
に
推
進
す
る「
物
ྲྀ
政
策

推
進
会
議
」
の
下
に
ઃ
ஔ
さ

れ
た
も
の
で
、「
՟
物
ࣗ
動

ं
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た

め
の
体
制
の
整
備
౳
の
推
進

に
関
す
る
法
཯
」に
基
づ
き
、

物
ྲྀ
の
実
務
に
関
し
て
े
分

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
全
日
本

運
輸
࢈
業
労
働
組
合
連
合
会

が
出
੮
し
、
Φ
ϒ
β
ー
バ
ー

と
し
て
日
本
物
ྲྀ
団
体
連
合

会
、
全
日
本
交
通
運
輸
࢈
業

労
働
組
合
協
議
会
、
日
本
経

ࡁ
団
体
連
合
会
、
日
本
঎
工

会
議
ॴ
が
参
加
し
た
。

全
ト
協
か
ら
は
、
ࣉ
Ԭ
༸

一
会
長
と
ࡔ
本
克
ݾ
࠷
ߴ
ސ

問
が
出
੮
。
ࡔ
本
࠷
ߴ
ސ
問

は
、「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

経
ࡁ
的
・
社
会
的
஍
Ґ
の
向

上
を
図
り
、
ތ
り
と
ࣗ
信
を

࣋
っ
て
も
ら
え
る
業
界
に
す

る
こ
と
が
必
要
。
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
を
੒
ޭ
Ϟ
σ
ル

と
し
、
Θ
が
国
の
労
働
力
不

଍
の
解
決
に
つ
な
͛
、
国
ӹ

に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
ड़
΂
、
政
׭
労
使
が

一
க
݁
ଋ
し
て
取
り
組
む
重

要
ੑ
を
ૌ
え
た
。

ୈ
１
ճ
会
議
で
は
、
物
ྲྀ

事
業
用
՟
物
ࣗ
動
ं
と
ি
ಥ

し
、
ࢮ
๢
す
る
௧
ま
し
い
事

故（
̒
໘
ͷ
ࣄ
ނ
଎
ใ
Λ
参

照
）が
発
生
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
た
も
の
。
事
故
原
Ҽ
は

調
査
中
だ
が
、
՟
物
ࣗ
動
ं

ଆ
に
ա
ࣦ
が
あ
っ
た
可
ೳ
ੑ

も
ٙ
Θ
れ
る
こ
と
か
ら
、
輸

送
の
安
全
確
อ
と
事
故
の
࠶

発
防
止
に
向
け
、
会
員
事
業

者
ॴ
ଐ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
、
࣍
の
事
߲
の
周
知
徹
底

を
求
め
て
い
る
。

事
業
者
౳
の
業
務
上
ࡂ

֐
の
実
態
を
把
握
し
、

労
働
ࡂ
֐
防
止
に
つ
な

͛
る
こ
と
を
໨
的
と
し
て
い

る
。改

正
で
は
、
一
定
の
条
件

を
ຬ
た
す
注
จ
者（
特
定
注

จ
者
）や
作
業
場
ॴ
を
管
理

す
る
事
業
者
は
、
労
働
者
と

同
一
の
場
ॴ
で
作
業
す
る
ݸ

ਓ
事
業
者
が
、
業
務
に
ى
Ҽ

す
る
ෛ
ই
や
࣬
ප
に
よ
り
ࢮ

๢
、
ま
た
は
̐
日
Ҏ
上
ٳ
業

１
⁒
ԣ
அ
า
ಓ
に
お
い
て
周

ғ
の
状
況
に
応
じ
た
一
時
ఀ

止
ま
た
は
ঃ
行
す
る
な
ど
、

法
令
に
基
づ
い
た
運
స
を
徹

底
す
る
よ
う
指
ಋ
す
る
こ
と

２
⁒
ࢠ
ど
も
、
ߴ
ྸ
者
、
ো

֐
者
に
配
ྀ
し
、
า
行
者
お

よ
び
ࣗ
స
ं
利
用
者
の
安
全

確
อ
を
図
る
こ
と

３
⁒
運
行
中
の
携
帯
ి
࿩
に

よ
る
通
࿩
や
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ

ン
の
ૢ
作
は
ઈ
対
に
行
Θ
な

い
こ
と

̐
⁒
ة
ݥ
予
知
運
స
の
徹
底

を
図
る
こ
と

し
た
こ
と
を
把
握
し
た
場

合
、
ॴ
׋
の
労
働
基
準
؂
ಜ

ॺ
へ
஗
଺
な
く
報
告
し
な
け

れ
͹
な
ら
な
い
。

一
方
、
ඃ
ࡂ
し
た
ݸ
ਓ
事

業
者
に
も
、
報
告
主
体
と
な

る
特
定
注
จ
者
や
ࡂ
֐
発
生

場
ॴ
管
理
事
業
者
な
ど
に
、

必
要
事
߲
を
଎
や
か
に
報
告

す
る
ٛ
務
が
課
さ
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
報
告
し
た
こ
と
を

理
༝
と
し
た
取
引
ఀ
止
や
契

約
解
আ
、
不
౰
な
作
業
機
会

の
制
ݶ
な
ど
、
不
利
ӹ
な
取

り
ѻ
い
を
行
う
こ
と
は
ې
止

す
る
規
定
を
ઃ
け
た
ほ
か
、

重
労
働
に
よ
る
೴
݂
管
・
心

ଁ
࣬
ױ
や
ਫ਼
ਆ
ো
֐
を
原
Ҽ

と
す
る
ࣗ
ࡴ
に
よ
る
ࢮ
๢
・

ٳ
業
、
中
খ
規
໛
事
業
者
の

୅
ද
者
ら
が
ඃ
ࡂ
し
た
場
合

の
報
告
制
度
も
整
備
し
た
。

報
告
は
ి
ࢠ
申
੥
を
原
ଇ

と
し
、
ް
生
労
働
ল
は
̴
㿌

̜
̾
ͅ
ి
ࢠ
申
੥
サ
ー
ビ
ス

と
連
携
し
た
報
告
支
ԉ
γ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
予
定
。
౰

面
は
経
ա
ા
ஔ
と
し
て
書
面

に
よ
る
報
告
も
認
め
ら
れ

る
。

関
東
運
輸
ہ
は
こ
の
ほ

ど
、「
՟
物
ࣗ
動
ं
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
ଇ
の
解
ऍ
ٴ

び
運
用
に
つ
い
て
」
の
一
部

改
正
を
関
係
団
体
へ
周
知
し

た
。

今
ճ
の
改

正
は
、
営
業

ॴ
間
で
ԕ
ִ

఺
ݺ
を
行
う

際
の
ア
ル
コ

ー
ル
ν
ỻ
ッ

ク
の
取
り
ѻ

い
を
定
め
た

も
の
。
運
行

管
理
者
が
ॴ

ଐ
す
る
営
業

ॴ
に
ઃ
ஔ
さ

れ
た
ԕ
ִ
఺
ݺ
機
ث
と
連
動

す
る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
ث
を

使
用
し
て
、
ଞ
の
営
業
ॴ
に

ॴ
ଐ
す
る
運
స
者
の
酒
ؾ
帯

び
の
有
ແ
を
確
認
し
た
場

合
は
、
そ
の
検
知
ث
を
運
స

者
が
ॴ
ଐ
す
る
営
業
ॴ
の

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
ث
と
し

て
取
り
ѻ
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
取
り
ѻ
い
は
、
事
業
者

間
ԕ
ִ
఺
ݺ
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ

る
。こ

れ
に
よ
り
、
ԕ
ִ
఺
ݺ

に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

ث
の
取
り
ѻ
い
が
整
理
さ

れ
、
営
業
ॴ
間
や
事
業
者
間

で
ԕ
ִ
఺
ݺ
を
実
施
す
る
際

ة
ݥ
運
స
க
ࢮ

ই
ࡑ
の
要
件
を
見

直
す「
改
正
ࣗ
動

ं
運
స
ࢮ
ই
ॲ
േ

法
」
が
７
月
21
日

に
施
行
さ
れ
た
。

飲
酒
運
స
に
つ

い
て
は
、「
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
に

よ
り
正
常
な
運
స

が
ࠔ
೉
な
状
態
」

で
ࣗ
動
ं
を
૸
行
さ

ͤ
、
ਓ
を
ࢮ
ই
さ
ͤ
た

場
合
と
し
て
い
た
ै
དྷ

の
੒
立
要
件
か
ら
、
ア

ル
コ
ー
ル
ೱ
度
が
ݺ
ؾ

１
Ἄ
౰
た
り
̌
・
̑
ἄ

ₓ
Ҏ
上
の
ߴ
ೱ
度
の
ア

ル
コ
ー
ル
を
਎
体
に
อ

有
す
る
状
態
で
運
స
し

た
場
合
な
ど
を
、
一
཯

に
ة
ݥ
運
స
க
ࢮ
ই
ࡑ

の
対
৅
と
し
た
。
一
方

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影

響
に
よ
り
正
常
な
運
స

が
ࠔ
೉
な
状
態
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
਺
஋

基
準
に
ຬ
た
な
く
て
も

同
ࡑ
の
対
৅
と
な
る
。

ߴ
଎
度
で
の
運
స
に

つ
い
て
は
、
࠷
ߴ
଎
度
が
時

଎
��
ἅ
ἇ
Ҏ
下
の
一
ൠ
ಓ
࿏

な
ど
で
࠷
ߴ
଎
度
か
ら
時
଎

��
ἅ
ἇ
Ҏ
上
、
同
��
ἅ
ἇ
を

௒
え
る
ߴ
଎
ಓ
࿏
な
ど
で
࠷

ߴ
଎
度
か
ら
時
଎
��
ἅ
ἇ
Ҏ

上
、
そ
れ
ͧ
れ
଎
度
௒
ա
し

た
場
合
を
、
一
཯
に
ة
ݥ
運

の
運
用
が
໌
確
に
な

っ
た
。
ԕ
ִ
఺
ݺ
を

実
施
し
て
い
る
事
業
者
は
、

今
ճ
の
改
正
を
踏
ま
え
、
ࣗ

社
の
運
用
方
法
が
適
切
で
あ

る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

స
க
ࢮ
ই
ࡑ
の
対
৅
と

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
਺
஋
基
準
を
下
ճ
る

଎
度
で
あ
っ
て
も
、
ಓ

࿏
や
交
通
の
状
況
に
応

じ
て
、
重
େ
な
交
通
の

ة
ݥ
を
ճ
ආ
す
る
こ
と

が
ஶ
し
く
ࠔ
೉
な
ߴ
଎

度
で
運
స
し
た
場
合

も
、
同
ࡑ
の
対
৅
と
な

る
。さ

ら
に
、
い
Θ
Ώ
る

ド
リ
フ
ト
૸
行
や
΢
イ

リ
ー
૸
行
な
ど
、
घ
ߋ

に
λ
イ
ヤ
を
׈
ら
ͤ
た

り
ු
か
ͤ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
進
行

を
制
ޚ
す
る
こ
と
が
ࠔ

೉
な
状
態
で
ࣗ
動
ं
を

૸
行
さ
ͤ
、
ਓ
を
ࢮ
ই
さ
ͤ

た
場
合
に
ة
ݥ
運
స
க
ࢮ
ই

ࡑ
の
対
৅
と
す
る「
घ
ߋ
׈

૸
౳
類
ܕ
」を
新
ઃ
し
た
。

基
づ
く
各
ল
ி
の
施
策
の
進

ḿ
管
理
な
ど
が
ڍ
が
っ
た
。

今
ޙ
は
、
秋
か
ら
ౙ
ࠒ
に

ୈ
２
ճ
会
議
を
開
催
し
、
ト

ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
の
施
行

に
向
け
た
体
制
整
備
の
検
討

状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
དྷ
年
य़
ࠒ
の
ୈ
３
ճ
会

議
で
は
、
適
正
原
Ձ
に
関
す

る
検
討
状
況
の
報
告
・
議
࿦

を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

な
知
識
と
経
ݧ
を

有
す
る
者
に
よ
っ

て
ߏ
੒
さ
れ
て
い

る
。関

係
ল
ி
ଆ
か

ら
、
国
交
ল
・
೶

ྛ
ਫ
࢈
ল
・
経
ࡁ

࢈
業
ল
・
ެ
正
取

引
委
員
会
・
ܯ
察

ி
・
消
費
者
ி
・

ް
生
労
働
ল
・
中

খ
ا
業
ி
・
環
境

ল
が
出
੮
。
業
界

ଆ
か
ら
は
、
全
日

ࢪ
ߦ
΁
ٞ
࿦

τ
ϥ
ỽ
Ϋ

ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
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ト
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̎
̒
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౓

υ
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Π
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ồ
߆
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࣌
ؒ
ௐ
ࠪ
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今
年
度
か
ら
̑
年
間
の
ୈ

８
࣍
総
合
物
ྲྀ
施
策
େ
ߝ
で

は
、
２
̌
２
̐
年
問
題
に
つ

い
て
総
ׅ
し
、
２
̌
３
̌
年

度
に
૝
定
さ
れ
る
約
3�
％
の

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
力
不
଍
の
う

ち
、
時
間
֎
労
働
・
上
ݶ
規

制
適
用
に
伴
う
約
1�
％
は
、

׭
ຽ
に
よ
る
ޮ
཰
化
施
策
な

ど
の
੒
果
に
よ
り
、「
お
お

む
ね
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

た
」と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
現
状
、
輸
送
が
଺

る
よ
う
な
事
態
は
生
じ
て
い

な
い
か
ら
だ
。
そ
の
要
Ҽ

は
ޮ
཰
化
推
進
に
加
え
、
輸

送
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に

も
よ
る
。
２
̌
２
̐
年
度
の

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
量
は

2�
・
１
ԯ
㌧
だ
が
、
コ
ϩ
ナ

Ւ
前
の
２
̌
１
９
年
度
に
比

΂
て
約
12
％
も
減
っ
て
い
る
。

̐
̌
̌
ԁ
。
全
࢈
業
ฏ
ۉ
と

の
֨
ࠩ
ੋ
正
ど
こ
Ζ
か
、
む

し
Ζ
֨
ࠩ
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。こ

の
ま
ま
で
は
૝
定
Ҏ
上

に
輸
送
力
供
څ
が
縮
খ
し
、

需
څ
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
が
େ
き
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
う
し

た
事
態
を
ճ
ආ
す
る
に
は
運

賃
ਫ
準
の
底
上
͛
を
図
り
、

待
۰
改
善
の
原
ࢿ
を
確
อ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
が
、
国
౔
交

通
ল
に
よ
る「
適
正
原
Ձ
」

の
告
ࣔ
制
度
。
ਓ
件
費
は
全

࢈
業
ฏ
ۉ
を
踏
ま
え
て
ઃ
定

さ
れ
る
。
荷
主
・
元
੥
事
業

者
は
今
ޙ
の
新
制
度
ಋ
入
を

見
ਾ
え
、
こ
れ
ま
で
の
実
運

送
事
業
者
と
の
取
引
を
࠶
検

ূ
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
ϥ
Π
λ
ồ

ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

た
だ
、
こ
の
ま
ま
૝
定
さ

れ
る
輸
送
力
不
଍
を
克
服
で

き
る
か
と
い
え
͹
、
そ
う
で

は
な
さ
そ
う
だ
。
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
உ
ੑ
運
స
者
の
ฏ
ۉ
年

ྸ
は
��
ࡀ
と
ߴ
く
、
ए
年
૚

の
確
อ
が
進
ま
な
け
れ
͹
、

ۙ
い
ক
དྷ
、
運
స
者
の
減
少

が
加
଎
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら
だ
。

８
࣍
物
ྲྀ
େ
ߝ
に
関
す
る

検
討
会
提
言
で
は
、
２
̌
３

̌
年
度
に
૝
定
さ
れ
る
輸
送

力
の
需
څ
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
を
࠶
検

ূ
し
、
ฏ
ۉ
的
૝
定
で
約
７

％
（
輸
送
量
૝
定
３
・
１
％

減
）か
ら
࠷
େ
૝
定
で
約
2�

％
（
同
13
・
3
％
増
ʗ
２
̌

１
９
年
度
と
同
ਫ
準
）
不
଍

す
る
と
予
ଌ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
運
స
者
਺
の
減

も
の
だ
。
ط
に
輸
送
現
場
は

λ
イ
ト
な
状
況
に
あ
り
、
さ

ら
に
輸
送
力
供
څ
が
縮
খ
す

れ
͹
、
輸
送
が
଺
る
事
態
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、８
࣍
物
ྲྀ
େ

ߝ
で
は
、
積
ࡌ
཰
向
上
や
荷

待
ち
・
荷
役
時
間
短
縮
な
ど

の
ޮ
཰
化
施
策
を
さ
ら
に
推

進
す
る
方
針
だ
が
、
一
方
で

輸
送
力
供
څ
に
つ
い
て
も
、

そ
の
縮
খ
を
で
き
る
だ
け
཈

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
運
స
者
の

労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に

重
要
に
な
る
の
は
賃
金
ਫ
準

の
引
き
上
͛
。
前
物
ྲྀ
େ
ߝ

で
も
全
࢈
業
ฏ
ۉ
へ
の
引
き

上
͛
を
໨
標
に
ܝ
͛
て
い
た

が
、
ґ
વ
、
֨
ࠩ
は
ੋ
正
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

待
۰
改
善
が
進
ま
な
い
େ

き
な
要
Ҽ
は
Կ
か
と
い
え

͹
、
そ
れ
は
事
業
者
の
収
ӹ

状
況
に
あ
る
よ
う
だ
。

全
ト
協
の
令
和
６
年
度
決

算
版
経
営
分
ੳ
報
告
書
に
よ

る
と
、
１
事
業
者
ฏ
ۉ
の
՟

物
運
送
事
業
・
営
業
ଛ
ӹ
཰

は
や
や
改
善
し
た
が
、
１
・

̌
％
の
ࠇ
ࣈ
に
す
͗
な
い
。

営
業
収
ӹ
は
８
・
̌
％
増
収

だ
が
、
営
業
費
用
も
７
・
̑

％
増
加
。
そ
の
ଟ
く
を
઎
め

る
運
送
費
は
８
・
１
％
の
増

加
と
な
り
、
収
ӹ
改
善
も
ݶ

定
的
な
状
況
だ
。

特
に
খ
規
໛
事
業
者
は
深

刻
な
状
況
で
、
ं
྆
1�
台
Ҏ

下
は
引
き
続
き
営
業
੺
ࣈ

だ
。
こ
う
し
た
収
ӹ
状
況
の

中
で
、
待
۰
改
善
に
必
要
な

原
ࢿ
を
な
か
な
か
೧
出
で
き

な
い
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。

実
際
、
ਓ
件
費
は
２
・
̌
％

増
に
と
ど
ま
る
。

今
य़
ಆ
の
賃
上
͛
に
つ
い

て
も
、
運
輸
労
連
の
ू
計
に

よ
る
と
、
୯
७
ฏ
ۉ
で
約
７

少
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど

に
伴
い
、
輸
送
力
供
څ
が
ฏ

ۉ
的
૝
定
で
９
・
９
％
か
ら

࠷
େ
૝
定
で
1�
・
２
％
減
少

す
る
と
予
ଌ
し
、
推
計
し
た

࣍
͸ủ
̎
̌
̏
̌
年
໰
題
Ứ

平均的想定でも輸送力１割減
待遇改善へ運賃底上げが必要

て
、
一
؏
パ
Ϩ
ν
θ
ー
γ
ἀ

ン
や
荷
役
作
業
の
ޮ
཰
化
を

進
め
る
取
り
組
み
を
支
ԉ
す

る
も
の
。

補
助
対
৅
は
、
Ϩ
ン
λ
ル

に
よ
る
標
準
仕
༷
パ
Ϩ
ッ
ト

を
ಋ
入
・
活
用
す
る
荷
主
や

物
ྲྀ
事
業
者
、
૔
ݿ
業
者
な

ど
で
、
荷
役
機
ث
や
ൖ
送
ઃ

備
の
ಋ
入
・
改
修
を
支
ԉ
す

る「
事
業
Ａ
」と
、パ
Ϩ
ッ
ト

動
態
管
理
γ
ス
テ
ム
や
̧
̛

̞
̙
λ
グ
γ
ス
テ
ム
な
ど
の

ಋ
入
を
支
ԉ
す
る「
事
業
̗
」

の
２
۠
分
が
ઃ
け
ら
れ
て
い

る
。補

助
཰
は
い
ず
れ
も
対
৅

経
費
の
２
分
の
１
Ҏ
内
で
、

補
助
上
ݶ
ֹ
は「
事
業
Ａ
」

が
̑
̌
̌
万
ԁ
、「
事
業
̗
」

が
１
̌
̌
̌
万
ԁ
。
交
෇
決

国
౔
交
通
ল
で
は

７
月
13
日
か
ら
、「
中

খ
物
ྲྀ
事
業
者
の
労

働
生
࢈
ੑ
向
上
事
業

費
補
助
金（
荷
役
౳

の
ޮ
཰
化
に
向
け
た

ứ
標
準
仕
༷
パ
Ϩ
ッ

ト
Ừ
の
利
用
ଅ
進
支

ԉ
事
業
）」
の
３
࣍

ެ
ื
を
開
࢝
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ

行
団
体
の
標
準
仕
༷

パ
Ϩ
ッ
ト
利
用
ଅ
進

事
業
事
務
ہ
ʗ
パ
γ

フ
ỹ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

λ
ン
π（
Ｐ
Ｃ
̠
̠
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
令
和
８
年
度「
ࣗ
Ո
用

೩
料
供
څ
施
ઃ
整
備
支
ԉ
事

業
」
を
実
施
す
る
。
申
੥
受

෇
期
間
は
、８
月
３
日
か
ら

1�
月
3�
日
ま
で
。
助
੒
予
算

ֹ
は
８
̌
̌
̌
万
ԁ
。

こ
れ
に
伴
い
、
東
京
౎
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は
取
࣍
事
業
と

し
て
申
੥
受
෇
を
行
う
。
助

੒
対
৅
は
会
員
事
業
者
お
よ

び
会
員
事
業
者
を
主
࣠
と
す

る
協
同
組
合
や
連
合
会
。

˜
助
੒
要
件
ử
１
̌
̌
̌

Ἄ
Ҏ
上
の
ܰ
༉
を
อ
管
す
る

専
用
λ
ン
ク
の
ઃ
ஔ
を
伴
う

ࣗ
Ո
用
೩
料
供
څ
施
ઃ
の
新

ઃ
や
増
ઃ
、
も
し
く
は
増
ઃ

を
伴
う
୅
替
を
行
い
、
̐
月

１
日
か
ら
９
年

２
月
2�
日
ま
で

に
、
ࢢ
ொ
ଜ
ま

た
は
消
防
組
合

な
ど
か
ら
ة
ݥ
物
取
ѻ
ॴ
の

׬
੒
検
査
ࡁ
ূ
の
交
෇
を
受

け
、
౰
֘
ઃ
備
の
支
෷
い
を

׬
ྃ
す
る
も
の

˜
助
੒
ֹ
ử
ܰ
༉
λ
ン
ク

の
新
ઃ（
ઃ
ஔ
１
か
ॴ
分
の

み
）
ʗ
１
̌
̌
万
ԁ
、
増
ઃ

ま
た
は
増
ઃ
を
伴
う
୅
替
ʗ

3�
万
ԁ（
申
੥
ֹ
が
予
算
ֹ

を
௒
ա
し
た
場
合
、
１
件
౰

た
り
の
助
੒
ֹ
を
減
ֹ
す
る

場
合
が
あ
る
）。
年
度
内
１

施
ઃ
ݶ
り
と
し
、
ա
ڈ
に
同

事
業
に
よ
る
助
੒
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
৅
֎
。

申
੥
方
法
は
、
書
類
を
૭

ޱ
に
༣
送
、
ま
た
は
事
前
に

૭
ޱ
に
連
བྷ
の
上
、
࣋
参
す

る
。ৄ

ࡉ
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
র（
申
੥
書
類

な
ど
の
ダ
΢
ン
ϩ
ー
ド
が
可

ೳ
）。˜申

し
込
み
・
問
い
合
Θ

ͤ
先
ử
東
ト
協
総
務
部
広

報
・
情
報
（̜
˟
１
６
̌
㿌

̌
̌
̌
̐
新
॓
۠
࢛
谷
３
の

１
の
８
ʗ
ὸ
�3・３
３
̑
９・

̐
１
３
̐
）

東
京
౎
は
６
月
3�

日
か
ら
、「
東
京
౎
運

輸
事
業
者
向
け
೩
料

費
ߴ
ಅ
ۓ
ٸ
対
策
事

業
」
の
支
ԉ
金
申
੥
受
෇
を

開
࢝
し
た
。
令
和
̐
Ỗ
７
年

度
に
引
き
続
き
、
೩
料
Ձ
֨

の
ߴ
ಅ
・
ߴ
止
ま
り
の
影
響

を
େ
き
く
受
け
て
い
る
中
খ

՟
物
運
送
事
業
者
な
ど
を
支

ԉ
す
る
も
の
で
、
申
੥
受
෇

は
８
月
31
日
ま
で
。

支
ԉ
金
は
、
౎
内
ナ
ン
バ

ー
の
事
業
用
ं
（྆
྘
ナ
ン

バ
ー
・
ࠇ
ナ
ン
バ
ー
）を
対

৅
に
、１
台
౰
た
り
定
（ֹ
྘

ナ
ン
バ
ー
２
万
３
̌
̌
̌

ԁ
、
ࠇ
ナ
ン
バ
ー
８
̌
̌
̌

ԁ
）を
交
෇
す
る
。

対
৅
事
業
者
の
要
件
は
、

ᶃ
８
年
１
月
１
日
ま
で
に
一

ൠ
՟
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
、

特
定
՟
物
ࣗ
動
ं
運
送
事

業
、
ま
た
は
՟
物
ܰ
ࣗ
動
ं

運
送
事
業
の
い
ず
れ
か
の
ڐ

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
・
ಧ

出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ᶄ

౎
内
に
営
業
ڌ
఺
を
有
す

る
、
中
খ
ا
業
基
本
法
に
規

定
す
る
中
খ
՟
物
運
送
事
業

者
で
あ
る
こ
と
、
ᶅ
８
年
６

月
3�
日
時
఺
で
事
業
を
継
続

し
て
お
り
、
引
き
続
き
事
業

継
続
の
意
向
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、ं
྆
要
件
と
し
て
、

ᶃ
化
ੴ
೩
料
を
使
用
し
て

ࣗ
ら
૸
行
す
る
ࣗ
動
（ं
二

ྠ
の
ࣗ
動
ं
を
আ
く
）で
あ

る
こ
と
、
ᶄ
８
年
１
月
１
日

ま
で
に
東
京
運

輸
支
ہ
な
ど
で

ं
྆
の
ొ
࿥
・

検
査
な
ど
を
受

け
、
ࣗ
動
ं
検
査
ূ
の
有
ޮ

期
間
ຬ
ྃ
日
が
同
日
Ҏ
߱
で

あ
る
こ
と
、
ᶅ
対
৅
事
業
者

が
ॴ
有
ま
た
は
リ
ー
ス
し
て

い
る
ࣗ
動
ं
で
あ
る
こ
と
。

申
੥
は
、
༣
送
ま
た
は
専

用
ϙ
ー
λ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の

Φ
ン
ラ
イ
ン
申
੥
で
受
け
෇

け
る
。
申
੥
書
類
や
申
੥
方

法
な
ど
の
ৄ
ࡉ
は
、「
令
和
８

年
度
東
京
౎
運
輸
事
業
者
向

け
೩
料
費
ߴ
ಅ
ۓ
ٸ
対
策
事

業
支
ԉ
金
申
੥
受
෇
ϙ
ー
λ

ル
サ
イ
ト
」
ま
た
は
౎
ࢢ
整

備
ہ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
র
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
東
京

౎
運
輸
事
業
者
向
け
೩
料
費

ߴ
ಅ
ۓ
ٸ
対
策
事
業
支
ԉ
金

事
務
）ہ
ὸ
�3
・
６
７
̐
̐
・

７
̐
９
̐
）
受
෇
時
間
⽅
ฏ

日
ޕ
前
９
時
Ỗ
ޕ
ޙ
６
時

定
通
知
受
ྖ
Ҏ
߱
、
事
業
に

ண
ख
す
る
こ
と
。
交
෇
決
定

前
に
発
注
し
た
ઃ
備
・
機
ث

は
補
助
対
৅
֎
と
な
る
。

事
業
期
間
は
交
෇
決
定
日

か
ら
令
和
９
年
１
月
22
日
ま

で
で
、
こ
の
日
ま
で
に
事
業

の
実
施
と
支
෷
い
を
׬
ྃ
す

る
必
要
が
あ
る
。

対
৅
と
な
る
の
は
、
ฏ
面

サ
イ
ζ
１
１
̌
̌
ἄ
ἇ
ʷ
１

１
̌
̌
ἄ
ἇ
、
࠷
େ
積
ࡌ
質

量
１
㌧
の
標
準
仕
༷
Ϩ
ン
λ

ル
パ
Ϩ
ッ
ト
で
、
主
に
輸
送

用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

要
件
と
な
る
。

ൖ
送
ઃ
備
ྫ
と
し
て
は
、

パ
Ϩ
λ
イ
β
ー
や
ラ
ッ
ク
、

ϋ
ン
ド
リ
フ
ト
、
フ
Ỽ
ー
ク

リ
フ
ト
、
パ
Ϩ
ッ
ト
ϩ
ー
ラ

ー
、
ਨ
直
ൖ
送
機
、
フ
ỹ
ル

ム
แ
૷
機
、
輸
送
・
อ
管
Ϙ

ッ
ク
ス
の
ほ
か
、
補
助
対
৅

要
件
パ
Ϩ
ッ
ト
の
ಋ
入
に
伴

う
ઃ
備
と
し
て
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
。

あ
Θ
ͤ
て
、
標
準
仕
༷
Ϩ

ン
λ
ル
パ
Ϩ
ッ
ト
の
ಋ
入
に

伴
い
、
不
要
と
な
る
ࣗ
社
อ

有
パ
Ϩ
ッ
ト
の
ॲ
分
費
用
も

補
助
対
৅
と
な
る
。

申
੥
は
、
特
ઃ
̬
̴
̱
サ

イ
ト
で
事
業
者
൪
߸
を
取

得
し
た
上
で
、
申
੥
書
類
を

ి
ࢠ
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
す

る
。
ৄ
ࡉ
は
、
特
ઃ
̬
̴
̱

サ
イ
ト
を
参
র
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
標
準

仕
༷
パ
Ϩ
ッ
ト
利
用
ଅ
進
事

業
事
務
ہ
ʗ
Ｐ
Ｃ
̠
（̠
ὸ

̌
̑
̌
・
̑
̐
８
２
・
３
̑

２
３
）
受
෇
時
間
⽅
ฏ
日
ޕ

前
1�
時
Ỗ
ޕ
ޙ
�
時

が
ެ
ื
を
行
っ
て
い
る
。
ެ

ื
期
ݶ
は
８
月
21
日
ޕ
ޙ
̐

時
ま
で（
必
ண
）。

本
事
業
は
、
標
準
仕
༷
パ

Ϩ
ッ
ト
の
利
用
ଅ
進
を
通
じ

ՙ
໾
࡞
ۀ
ޮ
཰
Խ
΁
ར
༻
ଅ
ਐ

̏
࣍
ެ
ื
８
݄
��
೔
·
Ͱ
ड
෇

ࣗ
Ո
༻
೩
ྉ
ڙ
څ
ࢪ
ઃ

ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
શ
τ
ڠ
औ
࣍

೩
ྉ
අ
ߴ
ಅ
ۓ
ٸ
ର
ࡦ
ࣄ
ۀ
ࢧ
ԉ
ۚ

８
年
̍
Ỗ
̒
݄
෼
を
ର
৅

８
݄
��
೔
·
Ͱ
ਃ
੥
ड
෇

ඪ४༷࢓ύϨットಋೖࢧԉ লަࠃ
̔年౓

ӡ
༌
ࣄ
ۀ
ऀ

޲

͚

౦ژ౎
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ừ
ઍ
୅
ా
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
ࣜ
会
社
全
ൢ
ử
ઍ
୅

田
۠
一
π
ڮ
２
の
６
の
８
˜

ὸ
�3
・
̑
２
２
６
・
̑
̐
̑

̌
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
খ
ܕ

ं
1�
台
）、
ܰ
ं
྆
౳
運
送

（
̑
台
）、利
用
運
送

˗
ג
ࣜ
会
社
̲
̰
̽
̈́
̈́

ử
中
ԝ
۠
新
෋
１
の
1�
の
1�

૬
ޓ
新
෋
ビ
ル
σ
ỹ
ン
グ
２

̌
２
˜
ὸ
̌
８
̌
・
３
̑
̑

２
・
̌
̐
９
７
˜
利
用
運
送

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
ࣜ
会
社
ア
サ
ώ
ڵ
業

ử
ߐ
ށ
઒
۠
੢
ᷤ
੢
２
の
1�

̎
೔

ダ
ン
プ
専
門
部
会
通

常
総
会

̏
೔

東
京
౎
・
ߐ
ށ
઒
۠

合
同
総
合
防
ࡂ
܇
࿅（
̑

日
）
˜
ϩ
ジ
研
ւ
֎
交
ྲྀ

委
員
会
˜
紙
・
パ
ル
プ
専

門
部
会
通
常
総
会
˜
同
研

修
会
˜
同
࠙
਌
会
˜
ւ
上

コ
ン
テ
ナ
専
門
部
会
ྟ
時

業
務
委
員
会

̒
೔

食
ྐ
専
門
部
会
ഴ
・

ค
委
員
会

８
೔

ϩ
ジ
研
正
副
本
部
長

会
議
˜
理
事
会
˜
東
ト
協

政
策
研
ڀ
会
通
常
総
୅
会

˜
正
副
会
長
会
˜
東
ト
政

連
Ն
季
政
経
パ
ー
テ
ỹ
ー

˜
関
東
・
ߕ
信
越
重
量
部

会
通
常
総
会
・
研
修
会
˜

同
࠙
਌
会

ø÷
೔

物
ྲྀ
経
営
࢜
課
ఔ
・

ࣗ
社
計
画
の
発
ද
と
講
ධ

˜
ւ
上
コ
ン
テ
ナ
専
門
部

会
業
務
委
員
会

øø
೔

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
事

ừ
７
月
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
８
月
̍
Ỗ
��
೔
Ử

̐
೔
 

1�
時
ử
ϩ
ジ
研
研

修
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議（
東
ト
総
合
会
ؗ
）
˝

1�
時
ử
同
正
副
本
部
長
会

議
・
װ
事
会
合
同
会
議

（
同
）
˝
1�
時
3�
分
ử
同

ද
জ
受
৆
者
を
ॕ
う
会
・

納
ྋ
会（
フ
Ỽ
Ϩ
ス
ト
テ

ラ
ス
໌
࣏
ਆ
ٶ
）

̑
೔
 

1�
時
ử
運
輸
安
全

委
員
会（
東
ト
総
合
会
ؗ

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
1�
時

ử
出
版
・
ҹ
࡮
・
製
本
・

取
࣍
専
門
部
会
日
本
雑
誌

協
会
と
の
࠙
਌
会（
出
版

ク
ラ
ϒ
ビ
ル
）

７
೔
 

1�
時
ử
੫
制
金
༥

委
員
会（
東
ト
総
合
会
ؗ

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

前
講
習
会

øû
೔

取
ѻ
事
業
・
積
合
専

門
部
会
通
常
総
会

øü
೔

ւ
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
役
員
会

の
７
グ
Ϩ
イ
ス
̮
̩
パ
Ϩ
ス

１
̌
１
˜
ὸ
�3・̑
６
６
７
・

̑
２
２
̑
˜
一
ൠ
՟
物
運
送

（
ී
通
ं
̑
台
）

˗
ג
ࣜ
会
社
ϐ
ー
ス
・
エ

イ
ド
ử
ߐ
ށ
઒
۠
খ
দ
઒
̐

の
��
の
１
東
京
̮
̢
ビ
ル
˜

ὸ
�3
・
̑
６
２
７
・
１
̑
９

２
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
খ
ܕ

ं
̑
台
）、
ܰ
ं
྆
౳
運
送

（
１
台
）

【
ߥ
઒
ࢧ
෦
】

˗
中
野
ࢎ
工
ג
ࣜ
会
社
ử

ߥ
઒
۠
ߥ
઒
３
の
３
の
̑
˜

ὸ
�3
・
３
８
̌
３
・
１
８
̐

１
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
খ
ܕ

ं
̑
台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

೩
ྉ
څ
༉
͸
౦
ژ
౎
಺
Ͱ

ܰ
༉
Ҿ
取
੫
͸
஍
ํ
੫
Ͱ
͢

６
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 145.7 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 133.6 円
☆元売り発行カード  平 均 = 143.1 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 139.7 円

東
ト
協
は
こ
の
ほ
ど
、９

月
12
日
に
ौ
谷
۠

の
୅
ʑ
木
ެ
Ԃ
で

開
催
す
る「
ト
ラ

ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ
̩

Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
̌
２

６
Ỗ
਌
ࢠ
で
体

ݧ
ʂ
安
全
と
環
境

Ỗ
」
に
向
け
、
会

員
事
業
者
に
対
し

協
ࢍ
を
ݺ
び
か
け

て
い
る
。

全
会
員
に
対
し
、
ਫ
野
ޭ

会
長
と
フ
ỻ
ス
λ
実
行
プ
ϩ

ジ
ỻ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
৿
本

উ
໵
副
会
長
が
連
໊
で
要

੥
จ
書
を
発
出
し
、
協
ࢍ
を

求
め
て
い
る

も
の（
ຊ
߸

ʹ
ڠ
ࢍ
ཁ
੥

จ
ॻ
・
Ҋ
಺

ν
ϥ
γ
Λ
ಉ

෧
）。開催

に
౰

た
り
、
交
෇
金
事
業
と
一
ൠ

会
計
事
業
を
有
機
的
に
連
携

さ
ͤ
て
運
営
す
る
方
針
だ

が
、
ࡢ
今
の
協
会
ࡒ
政
の
状

況
を
踏
ま
え
、
会
員
事
業
者

に
対
し
イ
ϕ
ン
ト
開
催
の
झ

ࢫ
へ
の
ࢍ
同
を
求
め
、
今
年

度
も
協
ࢍ
金
を
ื
ू
す
る
。

協
ࢍ
金（
１
ޱ
̑
̌
̌
̌

ԁ
か
ら
）の
申
し
込
み
は
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ
」
会

員
協
ࢍ
申
込
フ
Ỽ
ー
ム
で
受

け
෇
け
て
い
る
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

�3
・
３
３
̑
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
は
９

月
８
日
、
令
和

８
年
度「
交
通

安
全
研
修
会
」

を
開
催
す
る
。

時
間
は
ޕ
ޙ
１

時
Ỗ
２
時
。
会

場
は
東
ト
総
合

会
ؗ
７
֊
େ
会

議
ࣨ
で
、
参
加

費
は
ແ
料
。
本

研
修
会
は
、
࠷
ۙ
の
交
通
事

故
情
੎
と
改
正
ಓ
࿏
交
通
法

の
֓
要
に
つ
い
て
会
員
事
業

者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ै
業
員
の
交
通
事
故
防

止
と
安
全
運
స
管
理
の
徹
底

を
໨
的
と
し
た
も
の
。

定
員
は
１
̌
̌
ਓ
ఔ
度

（
先
ண
ॱ
ʗ
定
員
に
な
り
࣍

ୈ
క
め
切
り
、
１
営
業
ॴ
２

ਓ
ま
で
）。

研
修
で
は
、「
࠷
ۙ
の
交

通
事
故
情
੎
と
改
正
ಓ
࿏
交

通
法
を
踏
ま
え
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
安
全
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
ܯ
視
ி
交
通

部
管
理
׭
の
工
౻
஧
༤
氏
が

講
ԋ
す
る
。

東
ト
協
は
９
月
３
日
、
東

ト
総
合
会
ؗ
で「
飲
酒
運
స

根
ઈ
η
ϛ
ナ
ー
」
を
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共
催
に

よ
り
開
催
す
る
。
時
間
は
ޕ

ޙ
１
時
3�
分
Ỗ
３
時
3�
分
。

対
৅
は
会
員
事
業
者

の
経
営
者
お
よ
び
管

理
者
で
、
参
加
費
は

ແ
料
。

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
関
係
す
る
飲
酒
運

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
７
月
1�
日
、
令
和

８
年
度
ୈ
１
ճ
支
部
長

会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開

催
。
８
・
９

年
度
の
ࣥ
行

部
発
଍
に
伴

い
、
ਫ
野
ޭ

会
長
を
は
じ

め
副
会
長
1�

氏
と
、
2�
支
部
の
支
部
長
が

参
加
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
ਫ
野
会
長

は
、「
新
体
制
と
な
っ
て
ॳ

め
て
の
支
部
長
会
で
あ
り
、

協
会
運
営
の
重
要
な
役
割
を

担
う
օ
さ
ま
が
一
ಊ
に
会
す

る
場
を
、
よ
り
一
૚
有
意
ٛ

な
も
の
へ
発
ల
さ
ͤ
た
い
。

օ
さ
ま
か
ら
の
͝
意
見
を
参

ߟ
に
、
支
部
長
会
の
今
ޙ
の

あ
り
方
を
検

討
し
て
い

く
」
と
ड़
΂

た
。
ま
た
、

「
今
年
度
か

ら
新
た
に
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠
副
会

長
を
支
部
担
౰
と
し
、
支
部

活
動
を
一
૚
支
ԉ
す
る
と
と

も
に
、
支
部
の
課
題
や
意
見

を
本
部
と
し
て
確
実
に
受
け

止
め
、
協
会
運
営
に
൓
ө
し

て
い
く
た
め
の
体
制
を
強
化

す
る
」と
આ
໌
し
た
。

議
事
で
は
、
ࣥ
行
部
・
支

部
長
の
঺
հ
に
続
き
、
今
ޙ

の
支
部
長
会
の
あ
り
方
や
常

స
事
案
は
ґ
વ
と
し
て
ޙ
を

ઈ
た
ず
、
国
౔
交
通
ল
に
よ

る
と
、令
和
６
年
中
は
3�
件
、

７
年
中
は
33
件（
଎
報
஋
）

の
飲
酒
運
స
事
案
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
増
加
܏
向
に
あ

る
。
ま
た
、「
事
業
用
ࣗ
動

ं
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
̌
３

̌
」で
は「
飲
酒
運
స
θ
ϩ
」

を
໨
標
に
ܝ
͛
て
お
り
、
飲

酒
運
స
の
根
ઈ
は
業
界
全
体

の
社
会
的
੹
務
と
な
っ
て
い

ྲྀ
通
経
ࡁ
େ
ֶ
は
、
令
和

９
年
度
入
ֶ
ࢼ
ݧ
に
お
い

て
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

推
薦
࿮
に
よ
る「
総
合
ܕ
選

ൈ
エ
ン
ト
リ
ー
）ܕ
各
種
団

体
推
薦
）
制
度
」
の
出
ئ
者

を
ื
ू
し
て
い
る
。

出
ئ
開
࢝
は
９
月
１
日
か

ら
。
日
ఔ
は
࣍
の
通
り（
カ

ッ
コ
内
は
ࢼ
ݧ
日
）。

˜
出
ئ
期
ݶ
ử
ᶃ
９
月
2�

日（
1�
月
３
日
）、ᶄ
1�
月
９

日（
1�
月
1�
日
）、ᶅ
1�
月
3�

日（
11
月
７
日
）、ᶆ
11
月
13

日（
11
月
21
日
）、ᶇ
12
月
̐

日（
12
月
12
日
）、ᶈ
９
年
１

月
22
日（
同
年
２
月
２
日
）

˜
ื
ू
ֶ
部
ử
経
ࡁ
ֶ

部
・
共
૑
社
会
ֶ
部
・
ྲྀ
通

情
報
ֶ
部
・
法
ֶ
部
・
ス
ϙ

ー
π
健
߁
Պ
ֶ
部

˜
出
ئ
ࢿ
֨
ử
各
౎
ಓ
෎

ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事

業
者
関
係
者
で
、
ྲྀ
経
େ
を

ୈ
１
ࢤ
๬
と
し
、
ᶃ
ߴ
౳
ֶ

ߍ
・
中
౳
ڭ
ҭ
ֶ
ߍ
ଔ
業
者

ま
た
は
９
年
３
月
ଔ
業
見
込

み
の
者
、
ᶄ
通
常
の
課
ఔ
に

よ
る
12
年
の
ֶ
ߍ
ڭ
ҭ
を
修

ྃ
し
た
者
ま
た
は
９
年
３
月

修
ྃ
見
込
み
の
者
Ổ
Ổ
な
ど

出
ئ
ख
ॱ
は
、
ᶃ
エ
ン
ト

リ
ー
面
ஊ
ử「
エ
ン
ト
リ
ー

ˍ
出
ئ
γ
ス
テ
ム
」
か
ら
申

し
込
み
を
行
い
、
対
面
ま
た

は
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
面
ஊ
、
ᶄ

エ
ン
ト
リ
ー
Ϩ
ϙ
ー
ト
ử
パ

ι
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン

な
ど
で
エ
ン
ト
リ
ー
Ϩ
ϙ
ー

ト（
ࣗ
分
の
ະ
དྷ
と
ֶ
Պ
で

の
ֶ
び
に
関
す
る
課

題
）を
作
੒
・
提
出
、

ᶅ
本
ࢼ
ݧ
ử
ࢤ
๬
理

༝
書
や
調
査
書
、
ޱ
಄

プ
Ϩ
θ
ン
テ
ー
γ
ἀ

ン
、
面
઀
の
݁
果
で
合

൱
൑
定
を
行
う
。

東
ト
協
の
会
員
関

係
者
が
本
制
度
を
利

用
し
て
出
ئ
す
る
場

合
、
ま
ず
東
ト
協
業
務

東
ト
協
は
７
月
８
日
、
令

和
８
年
度
ୈ
２
ճ
理
事
会
を

開
催
し
、８
・
９
年
度
ࣥ
行

部
体
制
と
し
て
、
ਫ
野
会
長

を
は
じ
め
副
会
長
1�
氏
の
ほ

か
、
本
部
常
ۈ
役
員
を
選
定

し
た
。

本
部
役
員
と
し
て
は
、
ࢁ

㟒
正
専
務
理
事
を
࠶
任
し
、

新
た
に
Ҫ
上
߽
・
৿
ࢁ
寛
࢘

各
氏
を
常
務
理
事
に
選
定
し

た
。
あ
Θ
ͤ
て
、
専
務
理
事

に
事
故
が
あ
る
と
き
の
৬
務

୅
行
ॱ
Ґ
を
決
め
、
Ҫ
上
・

৿
ࢁ
各
常
務
理
事
の
ॱ
で
、

そ
の
৬
務
を
୅
行
す
る
。

ま
た
、
役
員
待
۰
に
は
、

中
ཬ
直
೭
業
務
部
長
を
࠶
任

し
た
。

Ҫ
্

（߽
い
の
う
え
・
͝

う
ࢯ（

ฏ
੒
2�
年
東
ト
協

৬
員
に
࠾
用
。
2�
年
事
業
ৼ

ڵ
部
事
業
ৼ
ڵ
課
課
長
補

ࠤ
、2�
年
総
務
部
総
務
課
長
、

3�
年
総
務
部
࣍
長
、
令
和
̐

年
総
務
部
長
、７
年
事
務
ہ

長
。৿

ࢁ
׮
（࢘
も
り
や
ま
・

か
Μ
じ
ࢯ（

ত
和
��
年
東

京
౎
入
ி
。
ฏ
੒
2�
年
生
活

จ
化
ہ
౎
ຽ
生
活
部
長
、
31

年
౎
ຽ
安
全
推
進
本
部
総
合

推
進
部
長
な
ど
を
ྺ
任
。
令

和
２
年
౎
ୀ
৬
。
同
年
౎
อ

健
ҩ
ྍ
ެ
社
常
務
理
事
、
̐

年
ಓ
࿏
管
理
η
ン
λ
ー
常
任

参
༩
東
京
支
部
長
、６
年
東

京
ト
ラ
フ
ỹ
ッ
ク
開
発
専
務

取
క
役
。
８
年
ୀ
任
。

る
。
本
η
ϛ
ナ
ー
は
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
会
員
事

業
者
に
お
け
る
飲
酒
運
స
防

止
対
策
の
徹
底
を
໨
的
と
し

た
も
の
。

η
ϛ
ナ
ー
で
は
、「
飲
酒

運
స
根
ઈ
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
ԋ

す
る
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
・

イ
ン
λ
ー
ϩ
ッ
ク
の
実
機
σ

Ϟ
も
実
施
す
る
。
講
ࢣ
は
、

計
ଌ
健
߁
ܒ
発
協
会
୅
ද
理

事
の
๬
月
計
氏
。

定
員
は
��
ਓ（
先
ண
ॱ
ʗ

定
員
に
な
り
࣍
ୈ
క
め
切

本
研
修
会
は
、
安
全
ੑ
ධ

Ձ
事
業（
̜
マ
ー
ク
）の
加

఺
対
৅
と
な
り
、
修
ྃ
者
に

は
受
講
ূ
໌
書
を
発
行
す
る
。

申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ʗ「
η
ϛ
ナ
ー

情
報
」
に
ܝ
ࡌ
の
申
込
フ
Ỽ

ー
ム
ま
た
は
̛
Ａ
̭
で
申
し

込
む
。
క
め
切
り
は
８
月
31

日
ޕ
ޙ
̑
時
ま
で
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
ڭ
ҭ
研
修
・
輸
送

（̜
ὸ
�3
・
３
３
̑
９
・
̐

１
３
７
）

部
ڭ
ҭ
研
修
・
輸
送
̜
に
連

བྷ
し
、「
推
薦
࿮
受
ݧ
申
੥

書
」（
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ợ
̝
Ｐ
Ụか
ら
ダ
΢
ン
ϩ
ー
ド

が
可
ೳ
）を
提
出
。
そ
の

ޙ
、
ྲྀ
経
େ
へ
出
ئ
書
類

を
提
出
し
、
受
ݧ
ख
続
き

を
進
め
る
。

ৄ
ࡉ
は
全
ト
協
、
ま
た

は
ྲྀ
経
େ
̝
Ｐ
を
参
র
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
東

ト
協
業
務
部
ڭ
ҭ
研
修
・

輸
送
（̜
ὸ
�3
・
３
３
̑

９
・
̐
１
３
７
）

り
）。
申
込
受
෇
は
８
月
2�

日
ま
で
で
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ʗ「
η
ϛ
ナ
ー
情
報
」

に
ܝ
ࡌ
の
申
込
フ
Ỽ
ー
ム
か

ら
行
う
。

˜
問
い
合
Θ
ͤ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

�3
・
３
３
̑
９
・
３
６
１
８
）

任
委
員
会
の
ߏ
੒
、
ॳ
任
運

స
者
特
ผ
講
習
の
受
講
日

ఔ
、
東
ト
協
ν
Ỿ
リ
テ
ỹ
ー

ΰ
ル
フ
େ
会
の
開
催
、
今
ޙ

の
主
な
行
事
予
定
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

な
お
、
ν
Ỿ
リ
テ
ỹ
ー
ΰ

ル
フ
େ
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
会
制
度
を
見

直
し
、
支
部
長
会
の
ॴ
ঠ
事

߲
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
引

き
続
き
、
େ
∁
一
ٛ
副
会
長

が
運
営
を
౷
ׅ
し
、
今
年
度

の
開
催
要
ྖ
や
ڝ
ٕ
方
法
に

つ
い
て
、
支
部
長
会
で
確
認

し
た
。

Ҫ্ࢯ

৿ࢯࢁ

౦ト協
トラックトラック
フェスタ

賛同・協賛のお願い

৽
ࣥ
ߦ
෦
ମ
੍
を
ε
λ
ồ
τ

ࠓ
ޙ
ͷ
͋
Γ
ํ
ͳ
Ͳ
ݕ
౼
΁

౦ト協
̔年౓ ަ௨҆શݚमձ

౦ト協
̔年౓ ෦௕ձࢧ

飲
酒
運
転
根
絶
セ
ミ
ナ
ー

ຊ部໾һ

೚࠶㟒ઐ຿Λࢁ
新常務に

井上・森山各氏

９月３日開催

９
月
８
日
開
催

全
ト
協

東
ト
協
共
催

Τ
ϯ
τ
Ϧ
ồ
ܕ
੍
度

全
ト
協
ਪ
ન
࿮
の
ग़
ئ
ื
ू

̕
年
度

ೖ

ࢼ

݄̍̕೔͔Βॱ࣍ड෇
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ࢪ ɹ ɹ ઃ ࿈  བྷ  先 ར ༻ ํ ๏ ׂ Ҿ಺ ༰

宿泊施設
あじろ（保養所）
੩Ԭݝ೤ւࢢԼଟլ2�ʵ̍
ʢ+3ҏ౦ઢɾ໢୅Ӻ͔Βెา໿̔෼ʣ

東京トラック事業
健康保険組合

☎03−3264−2364
ʮ૯຿՝ʯʢ☎03−3264−2364ʣ΁ి࿩༧໿
ड෇͸ར༻ر๬೔ͷ͔݄̎લͷಉ೔͔Β

ニュー・グリーンピア津南
৽ׁݝதڕপ܊௡ೆொळ੒123��
ʢ্ӽ৽װઢɾӽޙ౬୔Ӻ͔Β॓ധऀઐ༻ૹܴόε
Ͱ໿��෼ʣ

ニュー・グリーンピア津南
☎025−765−4611

ϗςϧ΁ి࿩༧໿·ͨ͸)1ʹͯ༧໿
)1Ͱͷ༧໿ͷࡍ͸͝ཁ๬ཝʹ

ʮ౦ژ౎τϥοΫڠձձһʯͱೖྗ͢Δ
˞ి࿩݈߁૬ஊΧʔυΛݱ஍Ͱఏࣔ

ʢίϐʔՄʣ

リゾートホテル
マホロバ・マインズ三浦
ਆಸ઒ࡾݝӜࢢೆԼӜொ্3231ాٶ
ʢژ඿ߦٸઢɾࡾӜւ؛Ӻ͔ΒૹܴόεͰ໿̑෼ʣ

法人予約センター
☎046−889−8911

ʮ๏ਓ༧໿ηϯλʔʯ
ʢ☎046−889−8911ʣ΁ి࿩༧໿
౦τڠձһͰ͋Δ͜ ͱΛ఻ Δ͑

東急ホテルズ
ʦશࠃʧ

�˞ి ࿩Ͱͷ໰͍߹Θͤɺ༧໿͸
ड͚෇͚͍ͯͳ͍

法人契約サイトへ 

ʮ౦ٸϗςϧζ༧໿ηϯλʔͷ๏ਓܖ໿αΠτʯ
（https://www.tokyuhotels.co.jp/biz）

法人ログインID：3 0 1 5 0 3 4 4 7
パ ス ワ ー ド：3 0 1 5 0 3 4 4 7

スパ＆リゾート九十九里
太陽の里
ઍ༿ݝ௕ੜ܊௕ੜଜҰদ3���
ʢ+3֎๪ઢɾໜݪӺ͔ΒૹܴόεͰ໿2�෼ʣ

スパ ＆ リゾート九十九里
太陽の里

☎0475−32−5550

ʮεύ Ϧ̱κʔτ۝े۝ཬ ଠཅͷཬʯ
	☎0475−32−5550 
΁ి࿩༧໿
˞ి࿩݈߁૬ஊΧʔυΛݱ஍Ͱఏࣔ

ʢίϐʔՄʣ

ホテル月美（太陽の里）
ઍ༿ݝ௔ݘࢢࢠ๸࡛1�2�2ʵ̍
ʢ௔ిࢠమɾݘ๸Ӻ͔Βెา໿�෼ɺ+3૯෢ຊઢɾ
௔ࢠӺ͔ΒλΫγʔͰ໿2�෼ʣ

ホテル月美
☎0479−21−6300

ʮϗςϧ݄ඒʯ
ʢ☎0479−21−6300ʣ΁ి࿩༧໿

˞ి࿩݈߁૬ஊΧʔυݪຊΛݱ஍Ͱఏࣔ

テーマパーク
富士急ハイランド（テーマパーク）
ハイランドリゾート
ʵ̒ʵ̍̑ݪ৽੢ࢢ෋࢜٢ాݝསࢁ
ʢ෋࢜ߦٸઢɾ෋࢜ٸϋΠϥϯυӺͦ͹ʣ

FUJIYAMA net クラブ
事務局

☎0120−364−229

'6+*:"." OFU Ϋϥϒ（https://www4.fuji
kyu-travel.co.jp/free3/06-154_toto
kyo/view.php）΁ΞΫηε͠ ɺ֤ ઃͷਃ͠ࢪ
Έํ๏ʹԊͬͯࠐ ਃ͠ࠐΉ

ユーザー名：truck　パスワード：2295

サンリオピューロランド
౦ژ౎ଟຎࢢམ߹1ʵ31
ʢژԦɺখాٸɺଟຎϞϊϨʔϧ֤ઢɾଟຎηϯλʔӺ
͔Βెา໿�෼ʣ

サンリオピューロランド
ゲストセンター

☎042−339−1111

αϯϦΦϐϡʔϩϥϯυ)1（https://www.
puroland.jp/contact/government/）෱ར
ްੜϖʔδ΁ΞΫηε͠ ɺి Ҿ݊Λऔಘ͠ɺׂࢠ
αΠτ্Ͱೖ৔݊Λߪೖ͢Δ

専用ＩＤ：KITTY750

温浴施設
天然温泉 花鳥風月
���Լେ୩୔ࢢߴ೔ݝۄ࡛
ʢ+3઒ӽઢɾ഼ּӺ͔ΒόεͰ໿�෼ɺ੢෢৽॓ઢɾ
Ӻ͔ΒόεͰ໿1�෼ʣࢢࢁڱ

天然温泉 花鳥風月
☎042−919−2626 ి࿩݈߁૬ஊΧʔυݪຊΛݱ஍Ͱఏࣔ

免許取得

平和橋自動車教習所
౦ژ౎ᷤ০۠౦ཱੴ1�3�1� ☎03−3694−1011

ʮӡస໔ڭڐशಛผ༏۰ਃࠐॻʯΛ
౦τۀڠ຿෦ަ௨ɾ̜ڥ؀΁'"9

ʢ⁳03−3359−4983 


େܕɺ͚ ΜҾɺதܕɺ४தن͖ͭʹܕ
ఆྉۚͷ1�ˋׂҾ
Ԇ௕ڭशɿ�உੑ�࣌ݶ෼ɺঁ ੑ1�࣌

෼·Ͱແྉݶ
˞͚ΜҾআ͘

コヤマドライビングスクール秋津校
౦ژ౎౦ଜࢢࢁळ௡ொ3�1��1� ☎042−396−7070

େ1ܕສԁɺ͚ ΜҾɺதܕɺ४தܕ�
ઍԁͷ஋Ҿ͖
Ԇ௕ڭशɿ�உੑ�࣌ݶ෼ɺঁ ੑ1�࣌

෼·Ͱແྉݶ

葬祭サービス（一般葬・社葬など）

セレモア
☎0120−60−1121
（葬儀受付・資料請求）
೥தແٳʢ2�࣌ؒ3��೔ʣ

ࡌܝʹ1(ڠͳύϯϑϨοτΛ౦τࡉৄ
ձһ͓ΑͼՈ଒͸ɺੜՖɾհޢ༻඼ɾ
Ҡૹɾ෹ஃɾ૴ّʹ͍ͭͯͷऀױ
֤छαʔϏεɾׂҾಛయ͋Γ

あじろ

リゾートホテル マホロバ・マインズ三浦

東急ホテルズ

スパ＆リゾート九十九里 太陽の里

ホテル月美（太陽の里）

ニュー・グリーンピア津南

夏のレジャーに
従業員、ご家族でご利用ください

令　和
８年度

東ト協
「電話健康相談カード」

東京都トラック協会では、福利厚生対策の一環として、各種保養所、レジャー施設などと契約しており、会員事業所の従業員とその家族が優待価格で利用できます。
詳細は、東ト協ホームページ（HP）を参照。各施設の利用、問い合わせ時には、必ず東ト協会員であることを伝え、利用金額などは各施設HPなどで確認してください。
利用時に必要な「電話健康相談カード」（原本、一部コピー可）については、所属の支部または東ト協業務部交通・環境Ｇへ問い合わせを。

福利厚生施設一覧東ト協契約

【 問い合わせ先 】
東ト協業務部交通・環境G
☎03−3359−6257

申し込みは、各施設へ
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◎�交差点で右折する際は、進行先および周囲の交通状況に注意を払い、指
差し呼称等の安全確認を徹底すること。また、横断歩道の手前でいつで
も停止できる速度に減速、または一時停止を行い、安全運転に努めること。
日 時 ７月15日（水） ９時６分頃発生（晴天）
場 所 西東京市内（市道）
当事者 ①歩行者（男性10歳未満死亡）×②事業用普通貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況
至 東
町3
丁目

至
住
吉
町5
丁
目

至
中町
2丁
目

西東京市泉町

中町

概 要
事業用普通貨物車が、市道を東町3丁目方向から中町2丁目方
向に進行し、交差点を住吉町5丁目方向に右折していたところ、
左方から右方に横断歩道を横断していた歩行者と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年６月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 �� 1� 15 � � 1� 1 � 1 1� 1�5
関与事故件数 5� 1� 1� � � � 1 � 1 5� 15�
（前年比） ʴ� ʵ� ʶ� ʴ1 ʶ� �� ʴ1 ʶ� ʴ1 ʵ1� ʵ�

中
型

１当件数 �� �� 1� � � � 5 � � 1� 1��
関与事故件数 �� �� 1� � � � � � � �1 11�
（前年比） ʵ� ʴ1 ʴ� ʵ� ʶ� ʵ� ʴ1 ʶ� ʶ� ʵ� ʵ1�

準
中
型

１当件数 �� �5 1� � 1 1� � � � �� 1��
関与事故件数 �5 �� 15 � 1 11 � � � �� �5�
（前年比） �1� ʵ� ʵ1� ʴ� ʵ� ʴ� ʶ� ʶ� ʶ� ʵ� ʵ�

普
通
・
軽

１当件数 ��� �� �1 �� 1� �1 1� � � �� ��1
関与事故件数 ��1 �� 111 �� 1� �� 1� � � �5� ���
（前年比） ��5 ʴ� ʵ1� ʴ� ʵ1 ʴ1 ʴ� ʶ� ʴ� ʴ�� ʴ��

合
計

１当件数 ��5 1�� 1�� �� 15 5� �1 � 5 1�� 1
���
関与事故件数 ��� 1�� 1�� �� 15 5� �1 � 5 ��� 1
���
（前年比） ʴ�� ʴ5 ʵ�� ʴ1� ʵ� ʴ� ʴ5 ʶ� ʴ� ʵ� ʴ�5

死
者
数

大型貨物車（１当） � � 1 � � � 1 � � � �
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普通・軽貨物車（１当） � � � 1 � 1 1 � � 1 �
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

ܯ
視
ி
交
通

部
は
７
月
1�

日
、
東
京
౎
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に

対
し
、
交
通
総

務
課
長
໊
で

「
交
ࠩ
఺
通
ա

時
の
交
通
事
故

཈
止
対
策
の
周

知
・
徹
底
の
お

ئ
い
」
を
発
出

し
、
会
員
事
業

者
へ
の
周
知
徹

底
を
求
め
た
。

こ
れ
は
、
同

日
ޕ
前
９
時
͝

Ζ
、
੢
東
京
ࢢ

ઘ
ொ
の
信
߸
機

の
あ
る
交
ࠩ
఺

で
、
事
業
用
ී

通
՟
物
ࣗ
動
ं

が
ԣ
அ
า
ಓ
を

ԣ
அ
中
の
খ
ֶ

３
年
生
の
உ
ࢠ

ࣇ
ಐ
を
は
ね
、

ଚ
い
命
が
ࣦ
Θ

れ
た
交
通
ࢮ
๢

事
故
の
発
生
を
受
け
た
も
の

（
別
掲
参
照
）。

ܯ
視
ி
で
は
ࢠ、
ど
も（
༮

ࣇ
、
খ
・
中
ֶ
生
）の
交
通

事
故
が
増
加
す
る
Ն
季（
６

Ỗ
８
月
）に
あ
Θ
ͤ
、
ࢠ
ど

も
へ
の
交
通
ル
ー
ル
の
指
ಋ

な
ど
、
各
種
交
通
事
故
防
止

対
策
を
推
進
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
今
ճ
の
事
故
を
重
く

受
け
止
め
、
ٸ
き
Ỷ
会
員
事

業
者
に
対
し
て
交
通
安
全
意

識
の
一
૚
の
徹
底
を
要
੥
し

た
。６

月
຤
現
ࡏ
、
౎
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
ࢮ
者
਺
は

��
ਓ
。
こ
の
う
ち
、
ԣ
அ
า

ಓ
ԣ
அ
中
の
ࢮ
者
਺
は
12
ਓ

で
、
前
年
同
期
の
２
ഒ
と
な

る
な
ど
、
極
め
て
༕
ྀ
す
΂

き
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
ܯ
視
ி
で
は
ं
྆
に
対

す
る
交
通
指
ಋ
・
取
り
క
ま

り
、
ࢠ
ど
も
や
ߴ
ྸ
者
な
ど

า
行
者
へ
の
安
全
指
ಋ
、
各

種
広
報
ܒ
発
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

交
通
事
故
防
止
の
ܒ
発
を
推

進
す
る
と
し
て
い
る
。

東
ト
協
会
員
事
業
者
に
対

し
て
は
、
ԣ
அ
า
ಓ
ख
前
で

の
確
実
な
減
଎
ٛ
務
や
ࠨ
ӈ

の
安
全
確
認
、
ࢠ
ど
も
・
ߴ

ྸ
者
を
は
じ
め
と
す
る
ԣ
அ

า
行
者
優
先
ٛ
務
の
徹
底
、

い
Θ
Ώ
る「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

の
ې
止
な
ど
、
ۓ
ு
ײ
を
࣋

っ
た
運
స
に
努
め
、
交
通
安

全
意
識
の
向
上
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
重
要
ੑ
を
改
め
て

周
知
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
ܯ
視
ி
交
通
部
が

発
行
す
る「
交
通
安
全
情
報
」

（
８
年
７
月
版
・
別
掲
）で

は
、
ӈ
ࠨ
ં
時
の
安
全
確
認

に
つ
い
て
、「
า
行
者
や
ࣗ

స
ं
が
ԣ
அ
し
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
つ
も
予
ଌ
を

し
て
、
確
実
な
安
全
確
認
を

��
」と
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
プ
ϩ
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
、「
୭
も
出

て
こ
な
い
だ
Ζ
う
、

૬
ख
が
止
ま
る
だ
Ζ

う
ؾ、
෇
い
て
い
る
だ
Ζ
う
」

と
い
っ
た
ࢥ
い
込
み
が
重
େ

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指

摘
。「
ӈ
ࠨ
ં
時
や
発
進
時

に
は
確
実
な
安
全
確
認
を
行

い
、
一
ൠ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
໛

ൣ
と
な
る
運
స
を
心
が
け
る

こ
と
」「
׳
れ
た
ಓ
で
も
༉
அ

は
ې
物
。
常
に
ۓ
ு
ײ
を
࣋

っ
て
運
స
す
る
こ
と
」
を
求

め
た
。

な
お
、
ܯ
視
ி
の
交
通
ਓ

਎
事
故
発
生
状
況（
日
報
、

７
月
21
日
現
ࡏ
）に
よ
る
と
、

౎
内
の
交
通
事
故
発
生
件
਺

は
１
万
̑
６
７
９
件
で
前
年

同
期
比
７
̌
３
件
減
、
ෛ
ই

者
਺
は
１
万
７
３
１
̌
ਓ
で

同
７
̐
３
ਓ
減
と
な
っ
た
。

一
方
、
ࢮ
者
਺
は
�2
ਓ
で
前

年
同
期
よ
り
１
ਓ
増
加
し

た
。
こ
の
う
ち
、
า
行
者
が

3�
ਓ
と
࠷
も
ଟ
く
、
࣍
い
で

ࣗ
動
二
ྠ
ं
21
ਓ
、
࢛
ྠ
車

̔
人
、
ࣗ
స
ं
７
ਓ
、
原
動

機
෇
ࣗ
స
ं
１
ਓ
、
そ
の
ଞ

１
ਓ
と
な
っ
て
い
る
。

交
差
点
内
の
死
亡
事
故
で
小
学
生
が
犠
牲
に

交差点通過時の事故抑止対策の徹底をࢹܯி
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（
７
月
２
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
平
池
彰
規
部
会
長
）

業
界
健
全
化
へ
連
携
強
化

情
報
共
有
で
課
題
改
善
へ

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

ダ
ン
プ
輸
送
事
業
者
は
社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
か

ら
、
適
正
な
運
賃
・
料
金
の

収
受
や
労
働
時
間
短
縮
な
ど

の
諸
課
題
を
克
服
し
、
安
全

で
良
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
社
会
的
使
命
を
果

た
す
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
部
会
員
間
の

情
報
共
有
や
意
見
交
換
な
ど

を
通
じ
て
業
界
課
題
の
改

善
を
図
る
ほ
か
、
全
ト
協
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
連
携

し
、
各
種
会
議
へ
の
参
画
を

通
じ
て
業
界
の
健
全
化
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
安
全
対
策

に
関
す
る
行
政
機
関
か
ら
の

情
報
を
部
会
員
へ
周
知
し
、

事
故
防
止
に
努
め
る
方
針
。
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（
７
月
３
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
木
村
朋
広
部
会
長
）

部
会
員
・
荷
主
と
課
題
共
有

荷
主
団
体
へ
改
善
申
し
入
れ

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る

と
、８
年
に
お
け
る
紙
・
板

紙
内
需
は
約
１
９
９
９
万
㌧

と
前
年
比
２
・
７
％
減
、
元

年
比
で
は
21
・
２
％
減
と
な

る
見
込
み
で
、
特
に
紙
は
元

年
比
32
・
３
％
減
と
厳
し
い

事
業
環
境
が
続
く
と
指
摘
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

紙
・
パ
ル
プ
輸
送
事
業
者
が

直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

部
会
員
間
や
荷
主
と
の
情
報

交
換
を
通
じ
て
問
題
意
識
を

共
有
す
る
。
ま
た
、
荷
待
ち

時
間
や
納
入
先
で
の
荷
渡
し

方
法
、
契
約
に
基
づ
か
な
い

附
帯
作
業
な
ど
現
場
の
状
況

把
握
に
努
め
、
荷
主
団
体
へ
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（
６
月
９
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
小
倉
政
人
部
会
長
）

引
越
安
心
マ
ー
ク
取
得
推
進

繁
忙
期
の
分
散
引
越
を
周
知

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

引
越
輸
送
業
界
を
取
り
巻
く

諸
課
題
に
つ
い
て
、
部
会
員

間
で
の
情
報
共
有
や
意
見
交

換
な
ど
を
通
じ
て
状
況
の

改
善
を
図
る
。
ま
た
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
引
越
部
会

と
連
携
し
、
引
越
講
習
へ
の

参
加
や「
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度（
引
越
安
心
マ
ー

ク
）」
の
取
得
を
推
進
す
る

ほ
か
、
引
越
繁
忙
期
に
お
け

る
分
散
引
越
の
周
知
な
ど
同

部
会
の
取
り
組
み
に
協
力
す

る
。
さ
ら
に
、
消
費
者
に
信

頼
さ
れ
る
引
越
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
や
、
標
準
引
越
運

送
約
款
の
遵
守
を
は
じ
め
と

す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意

識
の
向
上
に
向
け
、
勉
強
会

や
意
見
交
換
会
の
実
施
を
検

討
す
る
方
針
。
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（
６
月
19
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
髙
野
誠
部
会
長
）

安
全
輸
送
な
ど
課
題
に
対
応

情
報
共
有
で
連
携
を
強
化
へ

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

７
年
度
事
業
報
告
で
は
、

役
員
会
や
通
常
総
会
の
開
催

状
況
の
ほ
か
、
カ
ヤ
バ
熊
谷

工
場
な
ど
を
視
察
し
た
秋
季

研
修
会
、
全
ト
協
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
輸
送
部
会（
全
ト
協

生
コ
ン
部
会
）の
総
会
や
意

見
交
換
会
へ
の
参
加
な
ど
を

報
告
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
ト
協
生
コ
ン
部
会
と
と
も

に
、
安
全
輸
送
や
労
務
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取

り
組
む
方
針
。
ま
た
、
部
会

員
間
で
意
見
交
換
を
行
い
、

問
題
意
識
の
共
有
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
全
ト
協
生
コ

ン
部
会
へ
の
委
員
推
薦
体
制

の
継
続
と
、
同
部
会
の
会
議

に
参
加
す
る
部
会
員
へ
の
費

用
補
助
に
つ
い
て
審
議
・
承

認
し
た
。
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（
６
月
22
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
中
西
弘
毅
部
会
長
）

食
品
輸
送
の
課
題
を
解
決
へ

情
報
共
有
と
組
織
強
化
図
る

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
ト
協
食
料
品
部
会
や
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
受
発

注
条
件
の
見
直
し
や
荷
待

ち
・
荷
役
・
検
品
時
間
の
削

減
、
標
準
的
運
賃
の
収
受
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
方
針
。
ま
た
、
荷
役
作
業

時
の
事
故
防
止
や
輸
送
品
質

向
上
、
衛
生
管
理
の
徹
底
な

ど
、
食
料
・
酒
類
飲
料
輸
送

業
界
が
抱
え
る
諸
課
題
へ
の

対
応
を
進
め
る
。

こ
の
ほ
か
、
部
会
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
情
報
共

有
や
、
新
規
加
入
事
業
者
の

獲
得
を
通
じ
た
組
織
強
化
と

拡
充
、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
専
門
部
会
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
広
報
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。
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（
６
月
24
日
、書
面
審
議
）

新
部
会
長
に
鈴
木
氏
を
選
任

長
時
間
荷
待
ち
問
題
解
消
へ

令
和
８
年
度
通
常
総
会
を

書
面
審
議
に
よ
り
実
施
し
、

７
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
、８
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
、
役
員
の
一
部
改
選

に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

東
京
港
に
お
け
る
長
時
間
荷

待
ち
問
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
予
約

制
事
業
へ
の
協
力
、
安
全
輸

送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
徹

底
、
実
態
調
査
の
実
施
・
協

力
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
一
部
改
選

で
は
、
部
会
長
に
鈴
木
邦
彦

氏（
国
際
コ
ン
テ
ナ
輸
送
）、

鈴木氏

副
部
会
長
に
福
田
寛
氏（
日

本
コ
ン
テ
ナ
輸
送
）を
選
任

し
た
。

な
お
、
同
部
会
で
は
６
月

３
日
に
通
常
総
会
を
開
催
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
書
面
審
議
に
切
り
替

え
て
実
施
。
部
会
規
約
に
基

づ
き
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ

た
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（
６
月
30
日
、東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
・
瀧
澤
賢
司
部

会
長
）

出
版
物
流
の
課
題
共
有
図
る

荷
主
団
体
と
の
連
携
を
強
化

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

常
態
化
す
る
出
版
不
況
の

下
、
特
に
雑
誌
分
野
お
よ
び

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
向

け
配
送
で
は
輸
送
量
の
減
少

が
続
き
、
仕
分
け
作
業
や
深

夜
配
送
に
伴
う
コ
ス
ト
増
も

重
な
り
、
収
支
悪
化
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
一
方
で
、
出

版
物
に
は
社
会
的
に
根
強
い

役
割
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
出
版
物
関
係
輸
送
業
界

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い

て
、
部
会
員
間
や
荷
主
団
体

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
重

ね
、
状
況
の
改
善
に
向
け
、

問
題
意
識
の
共
有
を
図
る
。

ま
た
、
荷
主
団
体
主
催
の

会
合
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
業
界
の
現
況
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な

提
言
を
行
っ
て
い
く
方
針
。

の
申
し
入
れ
な
ど
を
通
じ
て

業
務
環
境
の
改
善
を
図
る
方

針
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・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

取
扱
事
業
・
積
合

（
７
月
14
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
井
上
和
英
部
会
長
）

安
全
・
良
質
な
輸
送
を
推
進

部
会
連
携
で
業
界
健
全
化
へ

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
利

用
運
送
・
積
合
運
送
事
業
者

と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
確
立
や
安
全
で
良
質
な

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
経
営
の

合
理
化
や
労
働
環
境
の
改
善

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
業
界
を
取
り
巻
く

諸
課
題
に
つ
い
て
、
部
会
員

間
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
状
況
の
改
善
を

図
る
ほ
か
、
全
ト
協
利
用
運

送
・
積
合
部
会
と
連
携
し
、

各
種
会
議
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
な
ど
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
業
界
の
健
全
化
に
努

め
る
方
針
。

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会

青
年
部
会（
佐
藤
文
平
会

長
・
東
ト
協
青
年
部
副
本

部
長
）は
６
月
26
日
、
横

浜
市
の
ア
ニ
ヴ
ェ
ル
セ
ル

み
な
と
み
ら
い
横
浜
で
、

第
37
回「
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
青
年
部
会
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」
を
開
催
。

大
会
テ
ー
マ
に「Let's 

do it togeth
er!

～

み
ん
な
の
声
を

力
に
変
え
る
！

～
」
を
掲
げ
、
１

都
７
県
お
よ
び
全

国
の
青
年
組
織
メ

ン
バ
ー
約
２
４
０

人
が
参
集
し
た
。

開
会
に
当
た

り
、
全
ト
協
青
年

部
会
の
佐
藤
部
会

長
は
、「
青
年
部
会

年
間
テ
ー
マ
と
し

て『
全
国
の
声
を

可
視
化
す
る
』『
声
を
価
値
に

変
換
す
る
』『
声
を
つ
な
ぎ
、

共
創
で
未
来
を
描
く
』
を
掲

げ
て
い
る
。
青
年
部
メ
ン
バ

ー
を
巻
き
込
み
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
賛
同
い
た
だ
け

る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

大
会
に
は
、
関
東
運
輸
局

自
動
車
交
通
部
の
小
泉
伸
介

次
長
、
全
ト
協
の
楠
木
寿
嗣

副
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
、祝
辞
を
述
べ
た
。

第
１
部
の
研
修
会
で
は
、

元
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方

総
監
の
真
殿
知
彦
氏
が「
海

上
自
衛
隊
で
学
ん
だ
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
危
機
管
理
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。真
殿
氏
は
、

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
４

つ
の
役
割
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
型
経
営
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ

マ
ン
ド
型
組
織
な
ど
、
海
自

で
培
っ
た
経
験
を
基
に
、
経

営
者
に
必
要
な
危
機
管
理
へ

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
講
演
後
、
福
田
順
一
副

会
長（
東
ト
協
青
年
部
本
部

長
）が
真
殿
氏
に
謝
辞
を
贈

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
交
通
遺
児
等

育
成
基
金
へ
の
寄
付
金
贈

呈
、
大
会
宣
言
の
採
択
、
大

会
旗
の
伝
達
な
ど
を
実
施
。

第
２
部
の
交
流
会
で
は
、
全

国
の
青
年
組
織
メ
ン
バ
ー
が

親
睦
を
深
め
た
。

令
和
８
年
度
通
常
総
会
を
開
催

各
輸
送
品
で
の
課
題
解
決
へ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
各
専
門
部
会
で
は
、部
会
員
同
士

や
関
係
団
体
と
の
情
報
共
有
・
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、輸

送
品
目
ご
と
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
現
在
15
の
部
会
が
活
動
し
て
お
り
、今
年
度
も
鉄
鋼
専

門
部
会
、重
量
品
専
門
部
会
に
続
い
て
、令
和
８
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

関 ト 協
青年部会

第
37
回
全
ト
協
青
年
部
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催

みんなの声を力に変える！
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運
送
取
引
の

適
正
化
に
向
け

て
、
荷
主
の
不

౰
行
ҝ
に
対
す

る
新
た
な
規
制

が
講
じ
ら
れ
た
。
ެ
正
取

引
委
員
会
が
６
月
に
、
ಠ

઎
ې
止
法
の
「
物
ྲྀ
特
घ

指
定
」（
告
ࣔ
）
を
改
正

し
た
˗
ै
དྷ
、
発
荷
主
と

運
送
事
業
者
間
の
取
引
が

規
制
対
৅
だ
っ
た
が
、
今

ճ
の
改
正
で
ண
荷
主
に
よ

る
不
౰
行
ҝ
も
対
৅
に
௥

加
。
発
荷
主
と
の
契
約
に

な
い
、
荷
役
と
い
っ
た
෇

帯
役
務
の
ແ
ঈ
提
供
や
、

ண
荷
主
の
౎
合
に
よ
る
長

時
間
の
荷
待
ち
の
強
要
な

ど
を
規
制
す
る
˗
長
年
の

঎
׳
行
と
し
て
、
運
送
事

業
者
に
そ
う
し
た
不
౰
な

ෛ
担
を
強
い
る
行
ҝ
が
行

Θ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な

く
な
い
。
た
だ
、
ண
荷
主

は
運
送
事
業
者
と
直
઀
の

取
引
関
係
に
な
い
た
め
、

規
制
が
ٴ
Μ
で
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
今
ճ
、
規
制

が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
˗
改
正
告
ࣔ
は
དྷ
年

̐
月
に
施
行
予
定
。
今
年

１
月
施
行
の
「
取
適
法
」

（
改
正
下
੥
法
）
に
続
く

規
制
ા
ஔ
で
、
運
送
取
引

に
お
け
る
荷
主
の
不
౰
行

ҝ
に
対
す
る
規
制
が
一
ஈ

と
強
化
さ
れ
る
。
今
ޙ
、

そ
の
実
ޮ
ੑ
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
Ζ
だ
˗
し
か
し
、

法
規
制
の
改
正
だ
け
で
運

送
取
引
の
適
正
化
が
図
れ

る
Θ
け
で
は
な
い
。
事
業

者
に
お
い
て
も
改
正
を
契

機
と
し
て
、
取
引
改
善
に

向
け
た
働
き
か
け
を
強
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

世界のカバン博物館
ॅॴɿ୆౦۠ۨ1���1ܗ�ʢ౎Ӧ஍Լమઙ૲ઢઙ૲Ӻ"1ग़ޱΑり໿
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っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ల
ࣔ
品
に

は
、
現
ࡏ
で
は

製
作
が
೉
し
い

κ
΢
や
γ
マ
΢
マ
な
ど
の
ֵ

を
使
っ
た
も
の
や
、
߽
՚
な

૷
০
を
施
し
た
バ
ッ
グ
、
ཱྀ

行
用
ト
ラ
ン
ク
な
ど
が
ฒ
び

ま
す
。
中
に
は
、
今
で
も
࣋

ち
า
き
た
く
な
る
よ
う
な

界
の
カ
バ
ン
ത
物
ؗ
」
と
い

う
Ϣ
ニ
ー
ク
な
施
ઃ
が
あ
り

ま
す
。
ؗ
内
に
は
ੈ
界
ޒ
େ

世界のカバン博物館
ઙ
૲
と
い
え
͹
ઙ
૲
ࣉ

や
஥
見
ੈ
通
り
が
有
໊
で
す

が
、少
し
଍
を
Ԇ
͹
す
と「
ੈ

世
界
の
カ
バ
ン
が
紡
ぐ
物
語

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

ચ
࿅
さ
れ
た
σ
β

イ
ン
の
も
の
も
あ

り
、
時
୅
を
௒
え

た
ඒ
し
さ
に
ڻ
か

さ
れ
ま
し
た
。

ల
ࣔ
を
通
し
て
、
カ
バ
ン

は
୯
な
る
日
用
品
で
は
な

く
、
ਓ
ʑ
の
฻
ら
し
や
ཱྀ
の

ྺ
࢙
、
ٕ
ज़
の
発
ల
と
と
も

に
า
Μ
で
き
た
จ
化
そ
の
も

の
だ
と
実
ײ
。
入
ؗ
ແ
料
と

は
ࢥ
え
な
い
ほ
ど
充
実
し
た

内
༰
で
、
ઙ
૲
؍
ޫ
の
際
に

は
ͥ
ͻ
立
ち
د
っ
て
ほ
し
い

ス
ϙ
ッ
ト
で
す
。

世
界
の
カ
バ
ン
が
紡
ぐ
物
語

世
界
の
カ
バ
ン
が
紡
ぐ
物
語

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

世
界
の
カ
バ
ン
が
紡
ぐ
物
語

運
ぶ
道
具
の
歴
史
が
わ
か
る

཮
・
約
��
か
国
か
ら
ू
め

ら
れ
た
、
約
７
̌
̌
఺
の

و
重
な
カ
バ
ン
が
ల
ࣔ
さ

れ
、
時
୅
や
จ
化
の
ҧ
い

を
ײ
じ
な
が
ら
見
ֶ
で
き

ま
す
。
カ
バ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
ത
物
ؗ
は
௝
し

く
、
時
間
を
๨
れ
て
見
入

今
ճ
は
ࠤ
渡
に
਋た

き
͗
の
うೳ

を
見
に
行
き
ま
し
た
。

ࠤ
渡
で
は
य़
か
ら
Ն
に

か
け
て
夜
間
、
各
஍
で

੝
Μ
に
ೳ
が
ԋ
じ
ら
れ

る
と
ฉ
き
、
一
度
見
て

み
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま

し
た
。
ࠤ
渡
ౡ
は
ࣨ
ொ

時
୅
の
ೳ
ָ
ࢣ
・
ੈ
Ѩ

໻
が
Ӭ
ڗ
６（
１
̐
３

̐
）年
に
ྲྀ
ࡑ
と
な
り
、

࠷
൩
年
を
ա
͝
し
た
஍

で
す
。
ߐ
ށ
時
୅
に
も

ೳ
ָ
が
੝
Μ
に
な
り
、

ౡ
内
に
は
େ
খ
合

Θ
ͤ
て
3�
を
௒
え

る
ೳ
෣
台
が
今
も

࢒
っ
て
い
ま
す
。

๚
れ
た
の
は
྆

௡
港
か
ら
ۙ
い
௣

࡚
ਡ
๚
ਆ
社
で
、

「
ઍͤ

Μ
じ
ỵख
」
と
い
う
ԋ
໨

を
ؑ
৆
し
ま
し
た（
ࣸ

ඈ
び
交
う
中
、
開
ԋ
を
待
ち

ま
す
。
�
時
൒
、
਋
に
Ր
を

入
れ
る「
Ր
入
れ
ࣜ
」
が
行

Θ
れ
ま
し
た
。
෣
台
の
周
ғ

に
ஔ
か
れ
た
Ἵか

が
り
び
だ
い

Ր
台
に
Ր
が

入
れ
ら
れ
る
と
、
਋
が
੎
い

よ
く
೩
え
上
が
り
ま
す
。

ೳの
う
か
Μ管
と
い
う
థ
が「
ώ
ー

ッ
」
と
Ӷ
い
Ի
を
響
か
ͤ
る

と
、
一
ؾ
に
෣
台
へ
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
෣
台
࿬
に
ฒ

Ϳ
８
ਓ
は
஍じ

う
た
いག
と
ݺ
͹
れ
、

合
এ
団
の
よ
う
な
役
割
で

す
。
主
ਓ
ެ
が
෣
う
間
も
、

そ
の
心
情
や
情
ܠ
を
Վ
で
ද

現
し
、物
ޠ
を
࠼
り
ま
す
。

ೳ
෣
台
の
֎
に
໨
を
や
る

と
、
҉
が
り
か
ら
Կ
か
が
こ

ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う

な
ؾ
が
し
ま
し
た
。
ޑ
の
ס

い
た
Ի
と
஍
ག
の
੠
が
、
ࣗ

વ
๛
か
な
ਆ
社
の
深
い
夜
の

ҋ
へ
ٵ
い
込
ま
れ
て
い
く
よ

う
で
す
。

ۭ
を
見
上
͛
れ
͹
ຬ
ఱ
の

੕
。
໨
の
前
の
Ἵ
Ր
を
ோ
め

る
と
、
ࣗ
વ
と
心
が
མ
ち
ண

き
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
͹
、

ͥ
ͻ
一
度
ຯ
Θ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
Ỷ
う
か
。

ਅ
）。
こ
れ
は
、
ۏ
や
ඐ
ഀ

に
優
れ
た
ঁ
ੑ
・
ઍ
ख
と
、

ઓ
に
ഊ
れ
ั
ྂ
と
な
っ
た
ฏ

Ո
の
෢
ক
・
ฏ

た
い
ら
の
し
͛
ͻ
ら

重
ߧ
と
の
൵

し
い
ผ
れ
を
ඳ
い
た
物
ޠ
で

す
。
二
ਓ
は
Ի
ָ
や
酒
を
交

Θ
す
う
ち
に
心
を
通
Θ
ͤ
ま

す
が
、
重
ߧ
は
ॲ
ܐ
さ
れ
る

運
命
に
あ
り
ま
し
た
。
ผ
れ

の
場
面
で
は
、
ޓ
い
を
ࢥ
い

や
り
な
が
ら
も
、
ආ
け
ら
れ

͵
運
命
を
受
け
入
れ
て
い
き

ま
す
。

日
が
௜
む
ޕ
ޙ
�
時
͝

Ζ
。
༦
ম
け
ۭ
を
ト
ン
Ϙ
が
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佐渡で味わう薪能
　夜の闇もまた楽し

時
は
東
京
ド
ー
ム
̐
ݸ

分
を
௒
え
る
広
େ
な
社

஍
を
有
し
て
い
た
。

現
ࡏ
の
社
఼
は
、
ত
和

31（
１
９
̑
６
）
年
に

మ
ے
コ
ン
ク
リ
ー
ト
଄

の
重
૚
ࣜ
ീ
഼
଄
り
と

し
て
࠶
ݐ
さ
れ
た
も
の

で
、
૑
ݐ
̐
̌
̌
年
に

向
け
、
଱
਒
補
強
や
԰

根
の
෪
き
替
え
な
ど
େ
規
໛
な
修
理

が
དྷ
年
６
月
ま
で
の
予
定
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
境
内
の
ਆ
༫
ݿ
に
は
、

「
ਆ
༫
深
઒
」
の
໊
に
;
さ
Θ
し
く
、

重
さ
約
̐
・
̑
㌧
を
ތ
る
日
本
一
の

େ
ਆ
༫「
一
の
ٶ
ਆ
༫
」
と「
二
の
ٶ

ਆ
༫
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
一
の

ٶ
ਆ
༫
」
は
そ
の
重
さ
の
た
め
、
ไ

納
時
に
渡
ޚ
し
た
の
み
で
、「
二
の

ٶ
ਆ
༫
」
は
ӄ
ࡇ
り
で
渡
ޚ
し
、
前

ճ
は
ࡢ
年
、
࣍
ճ
の
८
行
は
࠶
དྷ
年

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ಙ
઒
ນ

෎
の
ެ
ڐ
に
よ
る
ק
進
૬
๾
発
঵
の

஍
と
し
て
も
知
ら
れ
、
境
内
に
は
ྺ

୅
ԣ
ߝ
の
໊
を
刻
Μ
だ
ԣ
ߝ
力
࢜
ൾ

や
େ
関
力
࢜
ൾ
が
ݐ
つ
。

今
年
の
本
ࡇ
り
で
は
、
߽
շ
な
ਫ

し
Ϳ
き
と
「
ワ
ッ
γ
ἀ
イ
」
の
か
け

੠
が
響
き
渡
り
、
ߐ
ށ
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
ਮ
と
೤
ؾ
を
ଘ
分
に
ຯ

Θ
え
そ
う
だ
。

い
よ
い
よ
Ն
本
൪
。
各
஍
で
は
ࡇ

り
や
Ֆ
Ր
େ
会
の
季
અ
を
ܴ
え
る
。

Ֆ
Ր
େ
会
は
໠
ॵ
や
߽
Ӎ
、
ཕ
Ӎ
な

ど
ؾ
৅
条
件
の
影
響
か
ら
、
開
催
時

期
を
य़
や
秋
へ
Ҡ
行
す
る
ྫ
も
増
え

て
い
る
が
、
ࡇ
り
は
஍
Ҭ
の
఻
౷
や

風
習
と
݁
び
෇
い
て
い
る
た
め
、
時

季
を
ม
え
ず
に
行
Θ
れ
る
も
の
が
ଟ

い
。東

京
を
୅
ද

す
る
Ն
ࡇ
り
の

一
つ
、
෋
Ԭ
ീ
഼
）ٶ
ߐ
東
۠
）の
ྫ

େ
ࡇ
「
深
઒
ീ
഼
ࡇ
り
」
は
８
月
12

日
か
ら
࢝
ま
る
。
今
年
は
３
年
に
一

度
の
本
ࡇ
り
だ
。
1�
日
に
ྫ
େ
ࡇ
、

1�
日
に
ਆ
޾
）ࡇ
๟ほ

う

᫒れ
Μ

渡と

͗ޚ
Ỷ

）、
1�
日
に
は
ࡇ
り
࠷
େ

の
見
ど
こ
Ζ
と
な
る
、
ਆみ

こ
し༫

連れ
Μ

合͝
う

渡と

͗ޚ
Ỷ

が
行
Θ
れ
る
。
ॵ

さ
を
も
の
と
も
ͤ
ず
、
氏
ࢠ

各
ொ
会
・
��
基
の
ਆ
༫
が
氏

ࢠ
ொ
を
「
ワ
ッ
γ
ἀ
イ
、
ワ

ッ
γ
ἀ
イ
」
と
Җ
੎
の
い
い

か
け
੠
と
と
も
に
࿅
り
า

き
、
Ԋ
ಓ
か
ら
は
߽
շ
に
ਗ਼

め
ਫ
が
ཋ
び
ͤ
ら
れ
る
。
෣

い
上
が
る
ਫ
し
Ϳ
き
は
、
深

઒
の
Ն
を
৅
௃
す
る
ޫ
ܠ

担
͗
ख
も
؍
٬
も
全
਎

び
し
Ỷ
ೞ
れ
に
な
る
。

で
は
、
こ
の
߽
շ
な

ਫ
か
け
は
い
つ
か
ら
࢝

ま
っ
た
の
だ
Ζ
う
か
。

ߐ
ށ
時
୅
の
ه
࿥
に
は

見
౰
た
ら
ず
、ứ
東
京

年
中
行
事
Ừ
に
も
ه
ड़

は
な
い
。
も
と
も
と
深

઒
は
ຒ
め
立
て
஍
で
、

Ҫ
ށ
を
۷
っ
て
も
ւ
ਫ
が
ࠞ
じ
り
、

飲
み
ਫ
は
ਆ
田
上
ਫ
や
দ
ށ
方
面
か

ら
運
͹
れ
た
ਫ
を
「
ਫ
ച
り
」
か
ら

ങ
い
求
め
て
い
た
と
い
う
。
౰
時
の

お
か
み
さ
Μ
た
ち
は
Ӎ
が
߱
る
と
ت

び
、た
ら
い
や
Գ
に
Ӎ
ਫ
を
た
め
て
、

ચ
୕
な
ど
に
利
用
し
た
と
఻
え
ら
れ

る
。
東
京
で
ۙ
୅
ਫ
ಓ
の
整
備
が
࢝

ま
っ
た
の
は
໌
࣏
ޙ
൒
で
、
౰
時
の

深
઒
۠
は
整
備
が
比
ֱ
的
஗
れ
て
い

た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、現
ࡏ
の
よ

う
な
߽
շ
な
ਫ
か
け
は
、
ۙ
୅
ਫ
ಓ

の
ී
ٴ
が
進
Μ
だ

໌
࣏
時
୅
Ҏ
߱
に

࢝
ま
っ
た
よ
う
だ
。

さ
て
、
ࡇ
り
見
物
の
ϋ
イ
ラ
イ
ト

は
1�
日
に
行
Θ
れ
る
ਆ
༫
連
合
渡
ޚ

だ
。
見
ど
こ
Ζ
は
、
Ӭ
୅
ڮ
か
ら
෋

Ԭ
ീ
഼
ٶ
へ
向
か
う
Ӭ
୅
通
り
。
ன

食
ٳ
ܜ
を
ऴ
え
た
ਆ
༫
は
、
Ӭ
୅
ڮ

ӈ
؛
ଆ
か
ら
࠶
び
出
発
す
る
。
木き

やݣ

り
や
खて

こݹ

෣ま
い

が
先
ಋ
す
る
ਆ
༫
が
Ӭ

୅
ڮ
を
渡
る
場
面
は
、
見
ど
こ
Ζ
の

一
つ
。ਫ
か
け
の
େ
き
な
見
ͤ
場
は
、

ࠤ
լ
ொ
໊
物
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
߽

շ
な
ਗ਼
め
ਫ
だ
。
続
い
て
、
Ӭ
୅
出

ு
ॴ
前
で
消
防
団
が
ୌ
の
よ

う
な
์
ਫ
を
行
い
、
深
઒
不

動
ಊ
前
で
は
ٶ
元
の
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
࠶
び
େ
量
の
ਫ
が
ཋ

び
ͤ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
約

８
ἅ
ἇ
に
ٴ
Ϳ
渡
ޚ
は
、
෋

Ԭ
ീ
഼
ٶ
前
で
フ
ỹ
ナ
ー
Ϩ

を
ܴ
え
る
の
だ
。

෋
Ԭ
ീ
഼
ٶ
は
དྷ
年
、
૑

ݐ
̐
̌
̌
年
を
ܴ
え
る
。
寛

Ӭ
（̐
１
６
２
７
）
年
に
深

઒
Ӭ
୅
ౡ
に
૑
ݐ
さ
れ
、
౰

だ
。「
ワ
ッ
γ
ἀ
イ
」
は
「
和

を
എ
ෛ
う
」
が
ޠ
ݯ
と
も
い

Θ
れ
て
い
る
。

深
઒
ീ
഼
ࡇ
り
は
「
ਆ
༫

深
઒
、
ࢁ
ं
ਆ
田
、
だ
だ
っ

広
い
が
ࢁ
Ԧ
༷
」
と
う
た
Θ

れ
る
ߐ
ށ
ࡾ
େ
ࡇ
り
の
一

つ
。
そ
の
ྺ
࢙
は
寛
Ӭ
1�

（
１
６
̐
２
）
年
に
さ
か
の

΅
り
、ứ
東
౎
ࡀ
時
ه
Ừに
は
、

ࡇ
ྱ
に
参
加
し
た
氏
ࢠ
ொ
໊

が
ྻ
ه
さ
れ
る
な
ど
、
౰
時

か
ら
੝
େ
な
ࡇ
り
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

ứ
෢Ϳ

こߐ
う

年
ද
Ừ
に
は
、
ߐ
ށ
中

は
も
ち
Ζ
Μ
ۙ
ࡏ
か
ら
も
େ

੎
の
見
物
٬
が
๚
れ
、
そ
の
܈
ऺ
で

Ӭ
୅
ڮ
が
མ
ڮ
し
た
と
ه
さ
れ
て
お

り
、
ਓ
ؾ
Ϳ
り
を
物
ޠ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
໌
࣏
時
୅
の
ứ
東
京
年
中

行
事
Ừ
で
も
、「
今
で
は
ଞ
の
二
େ
ࡇ

り
を
も
྇
կ
す
る
ほ
ど
の
に
͗
Θ

い
」
と
঺
հ
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
೤

ؾ
は
時
୅
を
௒
え
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
。

「
ਫ
か
け
ࡇ
り
」
と
ݺ
͹
れ
る
༝

དྷ
は
、
Ԋ
ಓ
の

ਓ
ʑ
が
担
͗
ख
に

バ
έ
π
や
Գ
、
ホ

ー
ス
な
ど
で
େ
量

の
ਗ਼
め
ਫ
を
か
け

る
こ
と
か
ら
だ
。

८
行
࿏
は
、
ま
る

で
େ
Ӎ
に
見
෣
Θ

れ
た
か
の
よ
う
な

ਫ
ਁ
し
と
な
り
、

෋
Ԭ
ീ
഼
ٶ

ೋ
ͷ
ٶ
ਆ
༫

ਆ༫ݿ

ԣ࢜ྗߝൾ

豪快に水かけワッショイワッショイ

日本一の豪華な神輿も

夏
本
番   

祭
り
の
季
節


